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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成３０年３月１２日（月）午前９時５８分 開会 

  平成２８年１１月１５日（）午後４時４０分 散会   

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 渡辺慎吾   副委員長 福住礼子   委  員 野口 博 

  委  員 中川嘉彦   委  員 三好義治   委  員 香川良平 

  委  員 松本暁彦 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正  副市長 奥村良夫 

市長公室長 山本和憲 

総務部長 井口久和  同部次長兼市民税課長 橋本英樹 

同部参事兼総務課長 松方和彦  同部参事兼固定資産税課長 中西利之 

防災管財課長 古賀順也  財政課長 谷内田修  情報政策課長 槙納 縁 

納税課長 早川 茂  工事検査室長 松波利彦 

建設部長 土井正治  同部次長 山本博毅 

同部参事兼都市計画課長 西川 聡  同課参事 藤原利忠 

水みどり課長 竹下博和  建築課長 寺田満夫 

道路管理課長 井上斉之  道路交通課長 永田 享 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 豊田拓夫 

消防長 明原 修  消防署長 橋本雅昭 

総務課長 松田俊也  予防課長 納家浩二 

警備課長 木下正雄  同課参事 日野啓二 

警防第２課長 林 州次  同課参事 小田原利博 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 藤井智哉 同局次長代理 田村信也 同局総括主査 香山叔彦 

 

１．審査案件（審査順） 

  議案第 １号 平成３０年度摂津市一般会計予算所管分 
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  議案第 ９号 平成２９年度摂津市一般会計補正予算（第７号）所管分 

議案第３５号 平成２９年度摂津市一般会計補正予算（第８号）所管分 

議案第２０号 摂津市一般職非常勤職員等の勤務条件等に関する条例等の一部を改 

正する条例制定の件所管分（第３条（摂津市企業職員の給与の種類 

及び基準に関する条例の一部改正）以外に関する部分） 

議案第２１号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２２号 一般職の職員の給与に関する条例及び摂津市職員の退職手当に関す 

る条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２３号 摂津市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例制定の 

       件 

議案第１９号 摂津市職員定数条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２４号 摂津市手数料条例の一部を改正する条例制定の件所管分（第２条第 

７号（介護保険に関する事務）以外に関する部分） 

議案第３４号 摂津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第 ５号 平成３０年度摂津市財産区財産特別会計予算 

議案第３１号 摂津市ラブホテル建築規制条例及び摂津市南千里丘周辺地区地区計 

画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条 

例制定の件 

議案第３３号 摂津市特別業務地区内における建築物の制限に関する条例及び摂津 

市千里丘新町地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する 

条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第３２号 摂津市建築物における駐車施設の附置等に関する条例の一部を改正 

する条例制定の件 
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（午前９時５８分 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 理事者からの挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 本日は年度末、何かとお忙しいところ総

務建設常任委員会をお持ちいただきまし

て大変ありがとうございます。 

 ご審査をいただきます前に、冒頭一言お

わびを申し上げます。先日、送付させてい

ただきました議案第１号の平成３０年度

摂津市一般会計予算書の内容に一部誤り

がございました。正誤表のとおり訂正をさ

せていただきましたので、よろしくお願い

申し上げます。まことに申しわけございま

せん。 

 さて、本日は過日の本会議で当委員会に

付託されました新年度の予算案等々につ

いてご審査いただきますけれども、何とぞ

慎重審査の上、ご可決いただきますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 一旦退席をさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、福住委員

を指名いたします。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付します案のとおり行うことに異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

議案第１号所管分、議案第９号所管分及び

議案第３５号所管分の審査を行います。本

３件のうち、議案第３５号所管分について

は、補足説明を省略し、議案第１号所管分

及び議案第９号所管分について補足説明

を求めます。 

 井口総務部長。 

○井口総務部長 おはようございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１号、平成３０年度摂

津市一般会計当初予算のうち、総務部の所

管分につきまして、目を追って主なものを

補足説明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、２０ページ、

款１市税、項１市民税、目１個人は、前年

度に比べ２,４９０万円の減額でございま

す。目２法人は、前年度に比べ１億６,７

５０万円の増額でございます。項２固定資

産税、目１固定資産税は、前年度に比べ５,

６３０万円の増額でございます。目２国有

資産等所在市町村交付金及び納付金は、前

年度と同額でございます。項２軽自動車税

は、前年度に比べ３４０万円の増額でござ

います。 

 ２２ページ、項４市たばこ税は、前年度

に比べ４,０００万円の減額でございます。

項５都市計画税は、前年度に比べ４０万円

の減額でございます。 

 款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税

は、前年度に比べ１００万円の減額でござ

います。項２自動車重量譲与税は、前年度

に比べ４００万円の増額でございます。 

 ２４ページ、款３利子割交付金は、前年

度に比べ１,０００万円の増額でございま

す。 

 款４配当割交付金は、前年度に比べ２,

１００万円の増額でございます。 

 款５株式等譲渡所得割交付金は、前年度

に比べ１,３００万円の増額でございます。 

 款６地方消費税交付金は、前年度に比べ
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２億６,０００万円の減額でございます。 

 ２６ページ、款７ゴルフ場利用税交付金

は、前年度と同額でございます。 

 款８自動車取得税交付金は、前年度に比

べ１,２００万円の増額でございます。 

 款９地方特例交付金は、前年度に比べ１

００万円の減額でございます。 

 款１０地方交付税は、前年度と同額でご

ざいます。 

 ２８ページ、款１１交通安全対策特別交

付金は、前年度に比べ１００万円の減額で

ございます。 

 款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目１総務使用料は、庁舎施設等使用料でご

ざいます。 

 ３０ページ、目５土木使用料は、市営住

宅使用料及び市営住宅用地使用料でござ

います。 

 ３２ページ、項２手数料、目１総務手数

料は、税務諸証明手数料、税務督促手数料、

審査請求提出書類写し等交付手数料及び

審査請求主張書面写し等交付手数料でご

ざいます。 

 ３８ページ、款１４国庫支出金、項２国

庫補助金、目４土木費国庫補助金は、市立

集会所耐震診断のための社会資本整備総

合交付金でございます。 

 ４０ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、基幹統計調査委託金及び統計調査

員確保対策事業委託金でございます。 

 ４６ページ、款１５府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金は、府税徴収事務委

託金でございます。 

 ４８ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、土地貸付

収入でございます。目２利子及び配当金は、

各種基金利子でございます。 

 ５０ページ、項２財産売払収入は、土地

売払収入でございます。 

 款１７寄附金は、一般寄附金でございま

す。 

 款１８繰入金、項１特別会計繰入金、目

１財産区財産特別会計繰入金は、財産区財

産特別会計からの繰入金で、前年度と同額

でございます。 

 項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入

金は、前年度に比べ３億４，６３７万円の

減額でございます。 

 目２公共施設整備基金繰入金は、前年度

に比べ７，２４９万４，０００円の減額で

ございます。 

 ５２ページ、目６減債基金繰入金は、前

年度に比べ１，０７４万３，０００円の増

額でございます。 

 款１９諸収入、項１延滞金、加算金及び

過料、目１延滞金は、前年度に比べ１，１

８０万円の増額でございます。項３貸付金

元利収入、目３家屋被害復旧資金貸付金元

金収入は、前年度に比べ１万５，０００円

の減額でございます。 

 ５４ページ、項４雑入、目１滞納処分費

は、前年度と同額でございます。目２雑入

は、市町村振興協会交付金などでございま

す。 

 ６０ページ、款２０市債は、前年度に比

べ２億８，５２０万円の減額でございます。 

 本年度発行予定の市債のうち、目１総務

債は、旧味舌小学校校舎解体等事業債及び

システム新規構築事業債、目２民生債は、

民間保育所施設整備補助事業債、目３土木

債は、橋梁長寿命化修繕事業債、千里丘三

島線道路改良事業債、排水路ポンプ場改修

事業債及び阪急連続立体交差事業債、目４

消防債は、消防本部車両整備事業債、目５

教育債は、小学校屋内運動場改修事業債で

ございます。 
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 借入限度額及び借入の方法等は９ペー

ジの第３表地方債に記載のとおりでござ

います。 

 続いて、歳出でございますが、６６ペー

ジ、款２総務費、項１総務管理費、目１一

般管理費は、７０ページまで記載のとおり、

その多くが内部事務経費でございます。目

２文書広報費は、文書の郵送や印刷等の経

費でございます。 

 ７２ページ、目４財産管理費は、庁舎や

集会所に係ります維持管理経費などでご

ざいます。 

 ７８ページ、目９電子計算費は、庁内の

電子計算処理経費でございます。 

 ８４ページ、目１７諸費は、地区集会所

補修費補助金などでございます。 

 ８６ページ、目１８財政調整基金費から

目２１土地開発基金費までは、それぞれの

基金利子を積み立てるものでございます。 

 項２徴税費、目１税務総務費及び８８ペ

ージ、目２賦課徴収費は、税務事務に係る

経費でございます。 

 ９４ページ、項５統計調査費、目１統計

調査総務費は、統計調査に係る経費でござ

います。 

 ９６ページ、目２基幹統計調査費は、各

種基幹統計調査に係る経費でございます。 

 続きまして、１５４ページ、款７土木費、

項５住宅費、目１住宅管理費は、市営住宅

管理経費でございます。 

 次に、１６２ページ、款８消防費、項１

消防費、目４災害対策費は、防災対策に係

る経費などでございます。 

 次に、１９２ページ、款１０公債費、項

１公債費、目１元金は、前年度に比べ１億

６８４万８，０００円の減額でございます。

目２利子は、前年度に比べ３，７１８万８，

０００円の減額でございます。 

 款１１予備費は、前年度と同額でござい

ます。 

 以上、平成３０年度摂津市一般会計当初

予算の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２９年度

摂津市一般会計補正予算（第７号）のうち、

総務部の所管分につきまして、補足説明を

させていただきます。 

 まず、７ページの第２表繰越明許費をご

参照ください。 

 款２総務費、項１総務管理費、市有財産

管理事業につきましては、市有地の境界画

定において隣接者との交渉が難航してい

るため、事業費の一部を繰り越しするもの

でございます。 

 次に、８ページからの第３表地方債の補

正につきましては、総合体育館建設事業に

係る起債の限度額を変更するものでござ

います。 

 次に、歳入でございますが、１４ページ、

款１市税、項１市民税、目２法人につきま

しては、好調な企業収益を反映した申告に

よりまして４億５，０００万円増額してお

ります。項４市たばこ税、目１市たばこ税

につきましては、加熱式たばこへの切りか

えなどに伴う紙巻きたばこの販売数量の

減少により３，０００万円減額しておりま

す。 

 １６ページ、款１４国庫支出金、項３委

託金、目１総務費委託金につきましては、

基幹統計調査委託金を６２万４，０００円

減額しております。 

 ２０ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目２利子及び配当金につきまし

ては、財政調整基金など各基金の運用利子

が確定したことにより１万４，０００円増

額しております。項２財産売払収入、目１

不動産売払収入につきましては、５，００
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０万円減額しております。 

 款１７寄附金、項１寄附金、目１寄附金

につきましては、一般寄附金を１，０３０

万１，０００円増額しております。 

 款１８繰入金、項２基金繰入金、目１財

政調整基金繰入金につきましては、補正財

源を調整するため５億６，７８０万４，０

００円減額しております。目２公共施設整

備基金繰入金につきましては、充当事業の

減額に伴い２，０６６万９，０００円を減

額しております。 

 ２２ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目１滞納処分費につきましては、３７万５，

０００円を減額しております。 

 款２０市債、項１市債、目１総務債、総

合体育館建設事業債につきましては、６，

２００万円を減額しております。 

 続きまして、歳出でございますが、２４

ページ、款２総務費、項１総務管理費、目

１一般管理費、２６ページ、目４財産管理

費、２８ページ、目９電子計算費、３０ペ

ージ、目１７諸費につきましては、決算見

込みにより減額するものでございます。目

１８財政調整基金費、目１９公共施設整備

基金費、目２１土地開発基金費につきまし

ては、基金の運用利子が確定したことによ

り増額するものでございます。項２徴税費、

目１税務総務費、３２ページ、目２の賦課

徴収費につきましては、決算見込みにより

減額するものでございます。 

 ３６ページ、項５統計調査費、目１統計

調査総務費及び目２基幹統計調査費につ

きましては、決算見込みにより減額するも

のでございます。 

 ６０ページ、款７土木費、項５住宅費、

目１住宅管理費につきましては、決算見込

みにより減額するものでございます。 

 款８消防費、項１消防費、目４災害対策

費につきましては、東日本大震災に係る水

道料金減免に伴う水道事業会計繰出金の

増額を除きまして決算見込みにより減額

するものでございます。 

 ７２ページ、款１０公債費、項１公債費、

目１元金及び目２利子につきましては、決

算見込みにより減額するものでございま

す。 

 以上、平成２９年度摂津市一般会計補正

予算（第７号）の補足説明とさせていただ

きます。 

○渡辺慎吾委員長 土井建設部長。 

○土井建設部長 議案第１号、平成３０年

度摂津市一般会計歳入歳出予算のうち、建

設部にかかわります項目につきまして、目

を追ってその主なものについて補足説明

をさせていただきます。 

 まず、予算書８ページをお開きください。 

 第２表、債務負担行為のうち、建設部に

かかわりますものは上から５行目、公共施

設巡回バス運行事業が増便等に係る運行

管理業務委託料について、千里丘三島線道

路改良事業は、用地買収に係る土地購入費

及び建物の補償費について、排水路ポンプ

場管理事業は、雨水排水のためのポンプ場

及びゲート施設等の維持管理業務委託に

ついてそれぞれ債務負担行為を設定する

ものでございます。なお、期間及び限度額

につきましては、記載のとおりでございま

す。 

 続きまして、歳入でございますが、予算

書の３０ページ、款１３使用料及び手数料、

項１使用料、目４農林水産業使用料は、法

定外水路占用料でございます。目５土木使

用料は、道路占用料、公園占用料、自動車、

自転車駐車場使用料及び駐車場用地使用

料でございます。 

 次に、３２ページ、項２手数料、目１総
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務手数料は、下から４行目、道理管理課所

管の諸証明手数料でございます。 

 目３農林水産業手数料は、水路敷地境界

明示手数料及び水路敷地謄本交付手数料

でございます。 

 次に、３４ページ、目４土木手数料のう

ち、主なものは、道路敷地境界等明示手数

料及び開発許可等手数料などでございま

す。 

 次に、３８ページ、款１４国庫支出金、

項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金は、

都市再生地籍調査委託補助金、道路舗装等

に係る社会資本整備総合交付金及び建築

物の耐震に係る補助金でございます。 

 次に、４６ページ、款１５府支出金、項

２府補助金、目６土木費府補助金は、耐震

改修、地籍調査及び権限移譲に係る補助金

などでございます。 

 次に、４８ページ、項３委託金、目２土

木費委託金のうち、主なものは、河川環境

整備工事委託金及び建築基準法施行事務

取扱委託金などでございます。 

 款１６財産収入、項１財産運用収入、目

１財産貸付収入は、上から２行目、道路交

通課所管の土地貸付収入でございます。 

 次に、５２ページ、款１８繰入金、項２

基金繰入金、目５緑化基金繰入金は、緑化

推進事業への緑化基金繰入金でございま

す。 

 次に、５６ページ、款１９諸収入、項４

雑入、目２雑入のうち、主なものは、建築

課所管の建築確認申請者負担金及び５８

ページ、道路交通課所管の放置自転車対策

協力金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１３

６ページ、款５農林水産業費につきまして

は、予算概要の７４ページから７６ページ

もあわせてご参照願います。 

 項１農業費、目４農業水路費のうち、主

なものは、節１９負担金、補助及び交付金

の神安土地改良区負担金などでございま

す。 

 次に、１４２ページ、款７土木費につき

ましては、予算概要の８０ページから９２

ページもあわせてご参照願います。 

 項１土木管理費、目１土木総務費のうち、

主なものは、節１３委託料の土木維持作業

業務委託料及び節１６原材料費の土木維

持作業に係る補修用材料費などでござい

ます。目２交通対策費のうち、主なものは、

節１３委託料の駐車場管理委託料、１４４

ページ、節１４使用料及び賃借料の土地借

上料、節１９負担金、補助及び交付金の市

内循環バス運行補助金などでございます。 

 次に、項２道路橋りょう費、目１道路橋

りょう総務費のうち、主なものは、節１３

委託料の千里丘駅前広場管理委託料など

でございます。目２道路維持費のうち、主

なものは、１４６ページ、節１３委託料の

市内環境維持業務委託料及び節１５工事

請負費の道路維持工事などでございます。

目３交通安全対策費のうち、主なものは、

節１５工事請負費の交通安全対策工事及

び節２２補償、補填及び賠償金の移転補償

費などでございます。 

 次に、項３水路費、目１排水路費のうち、

主なものは、１４８ページ、節１１需用費

の味舌ポンプ場水路系ポンプに係る修繕

料、節１３委託料のポンプ場施設等維持管

理業務委託料、節１９負担金、補助及び交

付金の番田水門内水対策負担金及び安威

川左岸ポンプ場維持管理負担金などでご

ざいます。 

 次に、項４都市計画費、目１都市計画総

務費のうち、主なものは、１５０ページ、

節１３委託料の空家等対策計画策定委託
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料及び節１９負担金、補助及び交付金の耐

震改修補助金などでございます。次に、１

５２ページ、目２街路事業費のうち、主な

ものは、節８報償費の都市景観事業におけ

る報償金などでございます。目３緑化推進

費のうち、主なものは、節１６原材料費の

肥料、樹木等の購入費でございます。目４

公園管理費のうち、主なものは、節１１需

用費の大正川河川敷公園遊歩道の修繕料

及び１５４ページ、節１３委託料の公園管

理委託料などでございます。 

 次に、１６２ページ、款８消防費につき

ましては、予算概要の１００ページもあわ

せてご参照願います。 

 項１消防費、目３水防費のうち、主なも

のは、節１９負担金、補助及び交付金の淀

川右岸水防事務組合負担金及び安威川ダ

ム水特法１２条負担金などでございます。 

 以上、平成３０年度摂津市一般会計予算

のうち、建設部の所管いたします予算内容

の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２９年度

摂津市一般会計補正予算（第７号）のうち、

建設部にかかわります項目につきまして、

目を追ってその主なものについて補足説

明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、予算書の１

６ページ、款１４国庫支出金、項２国庫補

助金、目４土木費国庫補助金は、国からの

補助金の確定に伴い減額するものでござ

います。 

 次に、１８ページ、款１５府支出金、項

２府補助金、目６土木費府補助金は、申請

件数及び地籍調査業務委託金の確定に伴

い減額するものでございます。 

 次に、２０ページ、款１８繰入金、項２

基金繰入金、目５緑化基金繰入金は、事業

費が確定したことにより減額するもので

ございます。 

 次に、２２ページ、款１９諸収入、項４

雑入、目２雑入は、放置自転車対策協力金

を減額するものでございます。 

 次に、歳出でございますが、５０ページ、

款５農林水産業費、項１農業費、目４農業

水路費は、委託料が確定したことなどに伴

い減額するものでございます。 

 次に、５２ページ、款７土木費、項１土

木管理費、目１土木総務費は、事務執行に

係る経費の精査などにより減額するもの

でございます。 

 次に、５４ページ、目２交通対策費は、

修繕料の年度末見込みなどにより減額す

るものでございます。 

 項２道路橋りょう費、目１道路橋りょう

総務費は、委託料が確定したことなどに伴

い減額するものでございます。 

 目２道路維持費は、修繕料の年度末見込

み等により減額するものでございます。 

 次に、５６ページ、目３交通安全対策費

は、委託料が確定したことなどに伴い減額

するものでございます。 

 項３水路費、目１排水路費は、委託料が

確定したことなどに伴い減額するもので

ございます。 

 項４都市計画費、目１都市計画総務費は、

事務執行に係る経費の精査などにより減

額するものでございます。 

 次に、５８ページ、目２街路事業費は、

事務執行に係る経費の精査などにより減

額するものでございます。目３緑化推進費

は、事務執行に係る経費の精査などにより

減額するものでございます。目４公園管理

費は、委託料が確定したことなどにより減

額するものでございます。 

 次に、６０ページ、款８消防費、項１消

防費、目３水防費は、負担金が確定したこ
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とに伴い減額するものでございます。 

 以上、平成２９年度一般会計補正予算の

うち建設部が所管いたします予算内容の

補足説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 続いて、明原消防長。 

○明原消防長 議案第１号、平成３０年度

摂津市一般会計予算のうち、消防本部に係

る事項につきまして、目を追ってその主な

ものについて補足説明をさせていただき

ます。 

 まず、歳入でございますが、予算書３４

ページ、款１３使用料及び手数料、項２手

数料、目５消防手数料は、危険物設置許可

等及び検査手数料、保安三法設置許可等及

び検査手数料などでございます。 

 ４６ページ、款１５府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、大阪航空消

防運営費補助金及び権限移譲交付金でご

ざいます。 

 ５８ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入は、消防団員退職報償費及び近畿

道救急業務実施市町村交付金などでござ

います。 

 次に、歳出でございますが、予算書１５

６ページ、款８消防費、項１消防費、目１

常備消防費は、９億１，１２２万７，００

０円で前年度と比較して５．７％、５，４

７０万６，０００円の減額となっておりま

す。 

 旅費は、大阪府立消防学校等への職員研

修派遣に係る普通旅費などでございます。 

 需用費は、消防車両、消防庁舎の修繕と

施設の維持管理経費などでございます。 

 １５８ページ、役務費は、通信運搬費及

び消防活動用高圧ボンベの法定点検検査

手数料などでございます。 

 委託料は、消防庁舎設備等の保守管理委

託及び千里丘出張所庁舎の耐震診断委託

が主なものでございます。 

 備品購入費は、高規格救急自動車及び高

度救命処置用資機材並びに消防指揮車等

の更新に係る機械器具費、救助資機材購入

等に係る消防器具費でございます。 

 １６０ページ、負担金、補助及び交付金

は、大阪航空消防運営費負担金のほか、指

令センター共同運用等に係る負担金など

でございます。 

 目２非常備消防費は、４，４３８万５，

０００円で前年度と比較して１６．２％、

６１９万３，０００円の増額となっており

ます。 

 報酬は、消防団員に支払う消防団員報酬

でございます。 

 報償費は、退職消防団員に対する報償金

等でございます。 

 旅費は、消防団員に支払う火災、訓練及

び火災予防啓発活動等の費用弁償でござ

います。 

 需用費は、消防団車両等の維持管理経費

のほか、全消防団員に貸与する編み上げ防

火靴の購入経費などでございます。 

 １６２ページ、負担金、補助及び交付金

は、消防分団への施設整備費補助金のほか、

消防団員等公務災害補償等共済基金の掛

金などでございます。 

 以上、議案第１号、平成３０年度摂津市

一般会計予算のうち、消防本部所管分の補

足説明とさせていただきます。 

 次に、議案第９号、平成２９年度摂津市

一般会計補正予算（第７号）のうち、消防

本部に係る事項につきまして、その主なも

のについて補足説明をさせていただきま

す。 

 歳出でございますが、補正予算書６０ペ

ージ、款８消防費、項１消防費、目１常備

消防費で、賃金は、任用計画の変更に伴い、
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事務嘱託員賃金を減額いたすものでござ

います。その他につきましては、決算見込

みにより執行差金を減額いたすものでご

ざいます。 

 目２非常備消防費で、使用料及び賃借料、

備品購入費は、決算見込みにより、執行差

金を減額いたすものでございます。 

 以上、議案第９号、平成２９年度摂津市

一般会計補正予算（第７号）のうち、消防

本部所管分の補足説明とさせていただき

ます。 

○渡辺慎吾委員長 説明が終わりました。 

 質疑に入ります。質疑がある方は挙手を

お願いします。 

 香川委員。 

○香川良平委員 それでは、質問させてい

ただきます。 

 まず、予算書２４ページですが、利子割

交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割

交付金、これら３つなんですけれども、ふ

えた理由を教えてください。また、交付金

の詳細についても教えてください。 

 続きまして、予算書３１ページ、駐車場

使用料、自動車駐車場使用料、自転車駐車

場使用料、駐車場用地使用料、この３つ、

これらの場所を教えてください。また、詳

しい契約内容などわかる範囲で教えてく

ださい。 

 続きまして、予算書４９ページ、土地貸

付収入について、防災管財課と道路交通課

がございますが、これらもどこの土地かと

いうのと、わかる範囲で契約内容を教えて

ください。 

 続きまして、予算書５１ページ、土地売

払収入、これは８，７６０万６千円が予算

計上されていますが、これは一体どこの土

地なのか、これも場所を教えてください。 

 また、詳しい内容ですね、平米単価が幾

らで計算しているかなど、詳しい内容を教

えてください。 

 続きまして、予算書５７ページ、道路交

通課、モノレール南摂津駅前光熱水費負担

金２０万円となっておりますが、これは昨

年度の予算書を見る限り載っていなかっ

たもので、恐らく平成３０年度からの新し

い収入だと思われますが、詳しい内容を教

えてください。 

 歳入に関しては以上で、次からは歳出に

ついて、予算概要に基づいて質問させてい

ただきます。 

 予算概要１６ページ、市立集会所管理事

業についてお聞きします。 

 市内に５０か所の集会所がありますが、

その管理方法は、管理者に任せているとい

うのが私の認識なのですが、市の職員も集

会所の見回りなどは行っているのか。その

辺ちょっとお聞かせください。 

 また、市立集会所管理委託料は１９０万

円が予算計上されていますが、これは一体

どこに払っているお金なのか、お聞かせく

ださい。 

 続きまして、予算概要１８ページ、庁舎

西別館解体等工事実施設計業務委託料に

ついてお聞きします。 

 来年の西別館解体に向けて計画が進ん

でいるということですが、西別館は、平成

３１年３月末まで利用できると聞いてい

ます。来年４月以降、市民が使っていた会

議室がなくなるということで、どういった

対応をとるのか、お聞きします。 

 また、国際交流協会についてですが、こ

れもどこに移動するのか、お聞かせくださ

い。 

 続きまして、予算概要２２ページ、シス

テム構築委託料として約３億２，０００万

円予算計上されています。このシステム構
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築委託料ですが、前年度対比で約３億円ふ

えています。このふえた理由をお聞かせく

ださい。 

 続きまして、予算概要８２ページ、公共

施設巡回バス運行管理業務委託料につい

てですが、前年度対比約１，１００万円ふ

えています。これは既存ルートを増便した

ことによる増額分だと思いますが、増便し

た経緯をお聞かせください。市民からのバ

スの本数をふやしてほしいなどの要望が

あったのですか。その辺の経緯を教えてく

ださい。 

 続きまして、予算概要８６ページ、千里

丘三島線道路改良事業についてお聞きし

ます。土地購入費と移転補償費ですが、前

年度もほぼ同額計上されているんですが、

これについての内訳を教えてください。 

 続きまして、予算概要８８ページ、空家

等対策計画策定委託料として６６９万６，

０００円を予算計上されていますが、これ

は一体どのような内容なのか、分かる範囲

で具体的にお聞かせください。 

 １回目は以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、質問番号１

番、予算書２４ページの利子割交付金、そ

れから、配当割交付金、それと株式等譲渡

所得割交付金、この内容と増加の要因につ

いてお答えいたします。 

 まず、利子割交付金ですけれども、これ

につきましては、都道府県税として一旦大

阪府が金融機関に預け入れした利子等に

ついて課税をし、その後市町村に交付する

ものとなっております。これにつきまして

は、まず収入額から事務費相当分１％を除

きました残りの５分の３に相当する金額、

これを各市町村に交付するものと地方税

法で規定されているところです。なお、按

分につきましては、各市町村の個人府民税

の収入決算額、これに基づきまして交付す

るものとなっております。配当割交付金に

つきましても、内容といたしましては株式

の配当、これに対する課税でございまして、

同じく府が一旦徴収をして、各市町村に按

分すると。按分する方法については、先ほ

どの利子割交付金と同様の按分方法にな

っております。株式等譲渡所得割交付金、

これにつきましては、株式等を譲渡したと

きの収益、これに対して課税されるもので、

これにつきましても一旦府で徴収をいた

しまして、その後各市町村に交付すると、

こういうものになっております。これにつ

きましても、按分方法につきましては利子

割交付金、それから、配当割交付金と同様

の按分方法になっております。 

 これらの増加要因ですけれども、この３

つの交付金、予算計上する際には、先ほど

も申し上げましたように、大阪府が一旦徴

収されますので、大阪府の予算の計上状況、

これを参考に予算を計上させていただい

ているところです。毎年予算編成の際、大

阪府から今年度の増減の見込み等の通知

がございまして、それを参考に本市でも予

算計上しておるところです。増加の要因と

いたしましては、詳しい説明等は府からは

受けておらないんですけれども、配当割交

付金、株式等譲渡所得割交付金、これらに

ついては株式市場の好調さ、これらを反映

して増収の見込みを大阪府でも立ててお

られるのではないかと推察しているとこ

ろでございます。利子割交付金についても、

大阪府のほうで平成２９年度の決算見込

み等を勘案いたしまして、平成３０年度の

伸び率を算出いたしておりまして、それを

参考に本市でも予算計上しているという

状況でございます。 
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 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、ご質問の

駐車場使用料の場所、契約内容についての

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、自動車駐車場につきましてですが、

場所につきましては、ＪＲ千里丘駅前、フ

ォルテ摂津の地下１階と２階であります。

台数については２１０台の駐車台数です。

それから、モノレール摂津駅前、中央環状

線の高架下になりますが、あそこの部分に

２台の駐車スペースを設けております。続

きまして、モノレール南摂津駅前の第１駐

車場、これが中央環状線の高架下、全体で

１２７台の台数です。続いて、同じくモノ

レール南摂津駅前の第２駐車場、これが中

央環状線の西側、一津屋の地域になります

が、台数として３台設置しております。 

 続きまして、自転車駐車場につきまして

はフォルテ摂津の地下１階に自転車駐車

場約１，２６０台を設けております。それ

から、モノレール摂津駅前、これも自動車

と同じく中央環状線高架下に自転車が２

０２台、それから、モノレール南摂津駅前

につきましては第１、第２、第３の自転車

駐車場がありまして、第１自転車駐車場が

駅舎下に自転車が４７１台、原動機付自転

車が３８台、それから、第２自転車駐車場

が中央環状線の西側、自転車が３６３台と

原動機付自転車が７０台、第３自転車駐車

場につきましては、一津屋交差点付近にな

るんですが、台数が自転車３６２台の原動

機付自転車が１０台となっております。続

きまして、阪急摂津市駅前には第１、第２

の自転車駐車場がございまして、第１自転

車駐車場につきましては、３７１台、第２

自転車駐車場につきましてはパークシテ

ィ南千里丘内に７８台となっております。

最後に、ＪＲ千里丘駅東側ということで線

路沿いになるんですが、これが駐車台数１

８２台、原動機付自転車が１６０台という

内容になっておりまして、これは利用者の

方々からの収入をもって成り立っている

ものでありまして、自転車につきましては

１日１回１００円、それと自動車につきま

しては３０分１００円という形で、上限１，

０００円という形で設けております。 

 続きまして、土地貸付収入の道路交通課

所管分についてでございますが、場所につ

きましては摂津警察署の向かって右側に

あります。摂津交通安全自動車協会、そち

らのほうに貸し付けしております。 

 面積としましては１００．３６平米で、

金額につきましては予算書のとおり７２

万２，０００円となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、防

災管財にかかります土地貸付収入につき

まして、お答えいたします。 

 土地貸付収入の内訳でございますけれ

ども、普通財産の土地に電柱ですとか、あ

と電話線等設置しておりまして、具体的な

場所は旧鳥飼野々団地、また旧別府鯵生野

団地、また三島市営団地等に設置いたして

おりますのが、２４万１，０００円でござ

います。 

 次に、一時利用等の駐車場運営事業者に

貸し付けしているものもございまして、こ

ちらが千里丘４丁目と東一津屋、あと南千

里丘等にございます。こちら貸付収入の合

計ですが、２，０５４万３，０００円を計

上いたしておりまして、当初予算として合

計２，０７８万４，０００円を見込んでお

るところでございます。 

 なお契約内容につきましては、毎年単年
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度の契約となっておりますので、１年更新

としておるところでございます。 

 続きまして、土地売払収入の件でござい

ますけれども、内訳でございますが、まず

一つが別府公民館の跡地、約７４０平方メ

ートルを５，０００万円、千里丘三丁目ち

びっこ広場が約３１０平方メートルござ

いますが、３，７６０万６，０００円、合

計８，７６０万６，０００円を収入として

見込んでおります。 

 なお、積算の単価でございますけれども、

別府公民館の跡地につきましては１平方

メートル当たりの固定資産評価額を元に

算定しておりまして、９万７，８０４円で

計上いたしております。 

 千里丘三丁目ちびっこ広場でございま

すけれども、平米当たりの単価ですね、１

２万６，０００円で計算をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは香川委員

ご質問の予算書５７ページ、モノレール南

摂津駅前光熱水費負担金についてのご説

明をさせていただきます。 

 モノレール南摂津駅の下の歩道部分に

ございます防犯ステーションと公衆用ト

イレにつきましては、本市が管理する建物

でございます。そのうち公衆用トイレにつ

きましては、道路管理課所管になりますが、

電気や水道使用料は、道路橋りょう総務費

のモノレール駅前広場管理事業の中の光

熱水費から支出しております。 

 当該負担金につきましては、道路管理課

で負担している使用料の中で、防犯センタ

ーの光熱水費にかかる部分について、防犯

協会にその電気使用料をお支払いいただ

いているものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、市

立集会所の管理につきましてお答えいた

します。 

 集会所の管理につきましては、地元自治

会等で構成されます各集会所の運営委員

会に委託しておりますけれども、本市が示

しております運営要領案に基づきまして、

集会所の運営要領を定めていただき、管理

を行っていただいているところでござい

ます。 

 また集会所の改修ですとか修繕につき

ましては、基本的には地元の管理者からの

要望に基づいて、防災管財課の職員が現地

を確認した中で、優先順位を決めながら予

算の範囲内で実施しているところでござ

います。 

 それと防災管財課職員におきましても、

全ての集会所につきまして定期的に点検

をしておりますので、危険な箇所を見つけ

た際には、地元管理者と協議して修繕を行

っているところでございます。 

 それとあと、委託料の中身でございます

けれども、１か所当たり３万８，０００円

の運営委託料となっておりまして、それが

合計５０か所ございますので、１９０万円

を計上いたしているところでございます。 

 続きまして西別館の解体後の会議室の

利用の件でございますけれども、現在西別

館には第６Ａ、Ｂ会議室と第１０会議室が

ございます。西別館解体後の会議室の不足

につきましては、本庁舎での確保ですとか、

あと第６Ａ、Ｂの会議室につきましては、

団体等の夜間利用もございますので、セキ

ュリティ確保の観点から本館・新館から独

立いたしました東別館の活用を考えてお

ります。 
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 これにつきましては、東別館に新たにト

イレを設けまして、現在職員厚生会で使用

しております部屋を代替の会議室として、

使用する予定で今のところ考えておりま

す。 

 それとあと、国際交流協会でございます

が、現在摂津市のコミュニティプラザも含

め、移転先を検討しているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 そうしましたら、質

問番号８番、システム構築委託料の前年度

よりふえている理由について、ご答弁申し

上げます。 

 システム構築委託料の平成３０年度の

予算額５，５５０万円計上させていただい

ております。対前年度比２億９，７５３万

３，０００円増額となっておりますのは、

平成３０年度におきまして、保守期限の切

れます情報系ネットワーク及び教育ネッ

トワークの更新を行うための予算となっ

ております。 

 構築委託料として３億１，５３６万円、

保守委託料として５，２９２万円、合わせ

て３億２０６５万２，０００円の予算をお

願いさせていただいているものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、巡回バス

委託料の増便した経緯についてのご質問

にお答えさせていただきます。 

 公共施設巡回バスにつきましては、平成

１８年から運行しておりまして、これまで

に市民アンケート、利用者のアンケート等

を数回させていただいており、その内容、

要望に応えるためにバス停の増設なども

行ってまいりました。 

 今回はその要望に応えるため、現在は２

時間を少し超えるぐらいの運行間隔なん

ですが、それを解消するために、台数をふ

やして１時間に１本というような間隔で

運行してまいりたいと考えております。で

すので、市民の要望に応えるという形で、

上げさせていただいております。 

 それから、千里丘三島線道路改良事業に

ついてでございますが、場所につきまして

はＪＲ千里丘駅南交差点、それの東側、ま

だ歩道整備ができていないところなんで

すが、そこについて用地のほうの交渉を地

権者と進めているところであります。 

 予算額としては昨年度とほぼ同額なん

ですが、同じ地権者のほうと継続的に交渉

しておりまして、平成３０年度予算で計上

している土地購入及び移転補償の金額を

もって、何とか今年度契約に結びつけてい

きたいなと考えております。 

 対象物件につきましては、建物とあと中

に入っている事務所等の移転補償、それと

土地の購入費という内容になっておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、予算概要８８

ページ空家対策計画策定委託料に関しま

す香川委員のご質問にお答えさせていた

だきます。 

 空家等対策計画につきましては、空家対

策特別措置法、これが平成２７年５月に施

行されたところでございます。その法律に

基づきまして、市町村が空き家対策に取り

組むに当たりまして、方針や施策などを明

記するよう求められているところでござ

います。 

 この計画の主な内容といたしましては、
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１点目でございますが、空き家の現状を統

計や実態調査により把握すること、２点目

でございますが、空き家対策の基本的な方

針を定めること、最後に３点目でございま

すが、空き家対策の施策や取り組み、特定

空き家等に関する措置を明記することな

どが求められているところでございます。 

 それでこの委託の主な内容でございま

すが、家屋所有者を対象といたしましたア

ンケート調査を実施いたし、家屋所有者の

意識面の把握を行いたいと考えておりま

す。 

 あわせまして、有識者懇談会を設置いた

しますので、その運営にかかる補助、それ

とパブリックコメントを実施いたしまし

て、市民意見の公募、こういうような取り

組みをこの委託料の中で実施をしてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 利子割交付金、配当割交

付金、株式等譲渡所得割交付金につきまし

ては、理解いたしました。 

 駐車場使用料についてですが、これも理

解したんですが、駐車場用地使用料の説明

をいただいていなかったと思うんですけ

れども、これ一応２回目の質問とさせてい

ただきます。駐車場用地使用料で年間１万

２，０００円を予算計上されています。こ

れの場所と、その内容を教えてください。 

 続きまして、土地貸付収入でございます。

防災管財課の所管だと思うんですけれど

も、現在使用していない空地の活用方法等、

どのような計画を立てているかお聞かせ

いただきたいんですけれども、二つありま

す。鳥飼中２丁目のレッカー保管場所の跡

地と、別府コミュニティセンターの横の空

地ですね、この二つの活用方法、どのよう

な計画を立てているのかお聞かせくださ

い。 

 同じく土地貸付収入、道路交通課の所管

ですが、摂津警察署横の摂津交通安全自動

車協会ということで理解しました。これ前

年対比で３万５，０００円ふえていると思

うんですけれども、このふえた理由をお聞

かせください。 

 続きまして、土地売払収入でございます

が、これについても内容は理解しました。

これについては、１円でも高く売れるよう

に頑張っていただきたいと思います。これ

は要望としておきます。 

 続きまして、道路交通課のモノレール南

摂津駅前光熱水費負担金についてですが、

防犯協会からお金をいただいているとい

うことですが、これ賃料なんかは幾らもら

っているんですかね。ちょっとその辺もお

聞かせください。 

 続きまして、市立集会所加入事業につい

てですが、市立集会所管理委託料の１９０

万円は５０か所で均等割というふうなご

答弁をいただいたんですけれども、これは

純粋に自治会に入るお金でよろしいです

かね。その辺もちょっと教えてください。 

 続きまして、庁舎西別館解体等工事実施

設計業務委託料についてですが、今まで市

民の方が使っていた会議室が、東別館に移

るということですが、この移動後、前と同

じような条件で使えるのか、曜日であった

り時間に変更はないのか。前と同じ条件で

使えるのかというのをお聞かせください。 

 続きまして、システム構築委託料につい

てですが、ソフトの更新ということで約３

億円、ちょっと高いかなと、もうちょっと

安くならないのかなというのは思うんで

すけれども。 

 例えば発注するのであれば見積書をと



- 16 - 

 

ったり、入札だと思うんですけれども、こ

の業者を決めた選定方法、ちょっとお聞か

せください。 

 続きまして、公共施設巡回バス運行事業

についてですが、市民の要望を取り入れて

増便したというご答弁をいただきました。

この公共施設巡回バスなんですけれども、

もっとルートをふやしてほしいという市

民の声をよく聞きます。鳥飼から別府であ

ったり、別府から正雀であったり、そうい

う新規ルートをつくってほしいという市

民の声があるんですけれども、本市として

新規のルートをつくる考えはあるのか。市

の考え方をお聞かせください。 

 続きまして、千里丘三島線道路改良事業

についてですが、これについてこの事業の

完了はいつを予定しているのか、お聞かせ

ください。 

 続きまして、空家等対策計画策定委託料

についてですが、長年放置されている倒壊

の危険がある空き家を、強制撤去できるな

どの対策を盛り込んだ空家等対策特別措

置法、これが施行されてから、本市におき

まして所有者が改善指導に応じずに、本市

が行政代執行に踏み切った事例というの

はあるんですかね。その辺お聞かせくださ

い。 

 ２回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、駐車場の

使用料について、１回目答弁が漏れており

まして申しわけございませんでした。場所

につきましては、これは市営ではないんで

すけれども、公益財団法人自転車駐車場整

備センターというところが管理運営して

いるところで、土地は摂津市が所有してお

りますが、ＪＲ千里丘駅西側の自転車駐車

場というのがございまして、そこへの電柱

の占用料をいただいているという内容に

なっております。 

 それから、土地貸付使用料、道路交通課

に関する部分の増額の理由についてでご

ざいますが、これはもともと南千里丘のま

ちづくりのときにそこの用地を確保して

いたんですが、土地の登記上の面積を若干

変更したということがありまして、それに

基づいて土地の評価が上がったというこ

とで、結果として土地の貸付料が上がった

わけでございます。 

 それでもともと契約していた土地の料

金からは、もうちょっと上がっているんで

すけれども、それまでの間、２年ごとに

５％上げるというような覚書といいます

か、そういう話がついておりまして、それ

で平成３０年度が上がる年になっており

まして、前年度よりも５％上がっていると

いう状況でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、現

在活用していない空地についてお答えい

たします。 

 まず一つ目のレッカー移動の保管場所

になっております鳥飼中の私有地の一部、

こちら約５６５平方メートルございまし

て、これについては現在駐車場として貸与

する方向で、現在検討しているところでご

ざいます。 

 次に、別府コミュニティセンターの南側

の私有地、７７９平方メートルでございま

すけれども、こちらにつきましてはことし

２月に、一時利用の駐車場として公募を行

いまして、事業者が決定したところでござ

います。それで３月中旬に契約を締結する

予定で、今準備のほうを進めておるところ

でございます。 



- 17 - 

 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、香川委員

ご質問の、防犯ステーションの賃料につき

まして、お答えさせていただきます。 

 防犯ステーションの建物につきまして

は、自治振興課の所管でございますが、そ

の賃料につきましては公益上の目的での

使用ということになりますので、摂津市行

政財産の使用料に関する条例に基づき、免

除されると聞いております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、集

会所の均等割の３万８，０００円は自治会

に直接入るのかというお問いでございま

すけれども、１回目でお答えいたしました

ように、管理運営につきましては、自治会

役員等からなります集会所の運営委員会

を設置していただいておりますので、その

３万８，０００円につきましては運営委員

会に入ることになります。 

 続きまして、西別館解体後の東別館の活

用でございますけれども、利用時間ですと

か、利用条件につきましては、これまでど

おり利用できるように貸し出すというこ

とで、今のところは予定いたしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、システム

構築委託料にかかりますご質問について、

ご答弁申し上げます。 

 今回、統合ネットワークの更新におきま

して、取り組み内容といたしましては、情

報系ネットワークの機器、スイッチ、ルー

ター、ハブ、ファイヤーウォール等、サー

バー、パソコンの機器更新を行うものでご

ざいます。委員がご指摘のとおり、非常に

高額であるということは、私どもも認識し

ておるところでございます。 

 業者選定につきましては、公募型プロポ

ーザル実施におきまして、仕様書内容を着

実に履行できる業者を選定したいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、香川委員

の２回目の公共施設巡回バスについての

ご質問にお答えさせていただきます。 

 公共施設巡回バスにつきましては、先ほ

ども申し上げましたとおり、これまでに平

成１９年度、平成２３年度、平成２７年度

に利用者のニーズを把握するためにアン

ケート調査を実施し、改善等を行ってまい

りました。 

 公共交通に関しましては、摂津市内の公

共空白地というのが、現在はもうほとんど

ございません。この公共施設巡回バスは、

既存の民間の路線バスを保管する目的で、

公共の交通空白地域をなくすと言います

か、公共交通空白地の解消に向けて取り組

ませていただいている事業でございます。 

 それでほかのルートにつきましては、や

はり現行のバスの車体の大きさだとか、あ

るいは運行ルート上の現行の時刻表の修

正だとか、そういったものを考慮しますと、

なかなか他の地域へ回るというのは難し

い状況になっております。 

 今後も現行のルートを基本に、改善等が

できるものかどうか、その辺は考えてまい

りますけれども、新規ルートについては、

今の段階では非常に難しいかなと考えて

おります。 

 続きまして、千里丘三島線の事業完了の

予定につきましてですが、一応、地権者と

の任意交渉の中で進めさせていただいて
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おりまして、マンション、ビル等があるた

め、そのあたりのご理解とご協力を得るこ

とというのはなかなか難しいところであ

りますが、現在契約に向けては努力してお

るところでございまして、目標としまして

は平成３６年度を目標には考えていると

ころではございますが、何分相手との契約

というのが発生して、理解がいただけるか

どうかというところがありますので、その

あたりには若干おくれるというところも

あろうかと思いますが、目標としては平成

３６年度、工事完成を目指して頑張ってお

ります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、香川委員の２

回目の空き家対策にかかわりますご質問

にご答弁させていただきます。 

 まず、長年放置された危険な空き家、こ

れの部分で、新聞やテレビ報道では行政が

代執行という形でさまざまな報道をされ

てきたところでございます。 

 ただ、この法律に基づいて執行に着手し

てまいりたいのが平成３０年度からの執

行を予定いたしております。 

 ただ、特定空き家に指定してすぐ行政代

執行ができるわけではございませんでし

て、まず指定後に助言・指導という手続を、

まず所有者側のほうに改善の措置を講じ

ていただくという手順がございます。それ

でもなおまだ改善されない場合は、勧告と

いう形の手続の段階を経ていくと。 

 この段階で固定資産税の特例措置、小規

模の住宅用地で、２００平米までですと６

分の１の軽減がかかっておりますので、そ

の特例がこの勧告時には解除されるとい

うようなことがございます。 

 それでもなお改善されないということ

になりますと、次に命令という措置の段階

になってまいります。それでもなおという

ところで行政代執行という形の手続にな

ってまいりますので、本市におきましては、

来年度以降、この特定空き家の指定に関し

まして、特定空き家の判定基準というもの

を用いまして指定してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくご理解のほどお

願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 駐車場用地使用料につ

いて、理解いたしました。ありがとうござ

います。 

 土地貸付収入、防災管財課の所管につい

てですが、これに関しても、両方駐車場で

使用を検討中、一つはもう契約が決まると

いうことですので、これについても理解し

ました。空地のままにしておくと１円も入

ってこないわけですから、売却するなり、

民間に貸すなり、計画を立てないと前に進

まないわけで、早急に計画を立てるという

ことですので、早急に契約ができるように

要望しておきます。 

 土地貸付収入、道路交通課の所管に関し

まして上がった理由として、２年ごとに

５％上がる契約だということで理解いた

しました。 

 同じく道路交通課、モノレール南摂津駅

前光熱水費負担金について。防犯協会の賃

料が無償ということで、これは、防犯協会

というのは、摂津市がやってるものなんで

すかね。ちょっとその辺、理解してないん

ですけれども、市がやってないのであれば

賃料はもらうべきではないのかなと思う

んですけれども、その辺だけお聞かせくだ

さい。 

 続きまして、市立集会所管理事業につい
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てですが、管理委託料は運営委員会に入る

ということで、これについても理解いたし

ました。 

 続きまして、庁舎西別館解体等工事実施

設計業務委託料について。西別館の移動後、

前と同じ条件で使えるように考えている

ということで、これについても理解いたし

ました。 

 続きまして、システム構築委託料につい

てですが、業者の選定方法は公募を考えて

いるということですので、これはまだ業者

が決まってないという認識でよろしいで

すね。これについて、財源は市の税金で賄

うわけですから、少しでも安くなるように

お願いをしたいと思います。 

 続きまして、公共施設巡回バス運行事業

についてですが、今のところ新規ルートは

考えてないということですが、市民は同じ

税金を払っているわけですから、やっぱり

どこに住んでいても公平に市の巡回バス

が利用できるように、新規ルートをいま一

度考えていただきたいなと思っています。

住んでるところによって市のバスが使え

ないというのはちょっと公平ではないの

かなと思うので、これについて、いま一度

考えていただきたいと思います。これにつ

いても要望としておきます。 

 続きまして、千里丘三島線道路改良事業

についてですが、事業完了の目標が平成３

６年度ということで、これについては目標

どおりできるように、よろしくお願いいた

します。 

 続きまして、空家等対策計画策定委託料、

空き家対策についてですが、もう一点聞き

たいことがございまして、長年放置されて

倒壊の危険がある空き家で、所有者がどう

してもわからない場合なんですけれども、

これについては所有者がわからないので

指導というのができないと思うんですが、

こういった場合、本当に危険な空き家であ

れば、どういった対策をとるのか、ちょっ

とその辺だけお聞かせください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、香川委員

がご質問の防犯協会の内容についてです

が、申しわけございません、防犯協会につ

きましては所管が自治振興課になります

ので、私のほうからその内容について詳し

くご説明することができません。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 香川委員の３回目のご

質問で、所有者不明の場合の空き家に対す

る措置というところのお問いであったか

と思うんですが、昨今、新聞報道等々でも

所有者不明問題ということで、全国的に九

州の土地ぐらいの広さで所有者不明の土

地が存在するというようなこともマスコ

ミ等々よりお聞きしているところでござ

います。 

 国のほうでもやはり相続登記、これがな

されないまま相続人がネズミ算式にふえ

てしまって、結局どなたがその財産を管理

されるのかというのが不明であるという

ようなことが、東日本大震災でも復興事業

にかかわる内容であったりだとか、あと公

共の事業であったりだとかいう際に、非常

に困難な課題であるということの内容も

国レベルで議論されているところでござ

います。 

 この空き家対策につきましても、委員が

おっしゃっているとおり、なかなかハード

ルの高い内容でございます。ただ、この空

き家対策の法律では、行政がこれに乗り込

んでいった場合に、いろいろな課税情報で
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あったりだとか、謄本の情報であったりだ

とか、行政が知り得る、確知できる範囲で

きちっと調査しても知り得ない場合、これ

で危険であったりだとか、倒壊しそうな場

合、こういう場合につきましては、略式代

執行というような手続も打てるという形

で法律のほうでは定められているところ

でございますので、今後、そういう部分で

の所有者の調査につきましても、鋭意取り

組んでまいりたいと考えておりますので、

ご理解のほどお願いいたします。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 ほかに質問あります

か。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 おはようございます。 

 私から、１６項目質問をさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 まず１番目なんですけども、平成３０年

度摂津市一般会計予算について、予算書１

５ページのところで、今年度予算は昨年度

と比べて約１億円減となっておりますけ

ども、改めて今年度の予算の概要と特徴に

ついてお聞かせください。 

 続きまして、２番目、こちらは予算概要

になります。予算概要２０ページ、情報化

推進事業について、先ほどの香川委員の質

問でもありましたけども、システム構築委

託料についてですが、ネットワークの一元

管理と聞きましたけども、具体的にどのよ

うなものかお聞かせください。 

 続きまして、３番目、予算概要１００ペ

ージ、防災資機材及び備蓄用品整備事業に

ついてです。今回調達される物資について

は計画上のものか、それとも必要と判断し

追加したものか、詳細をお聞かせください。 

 続きまして、４番目、予算概要１００ペ

ージ、情報収集伝達体制整備事業について

のところで、ＭＣＡ携帯というのがありま

すけれども、この配置先等について詳細を

お聞かせください。 

 続きまして、５番目、予算概要１００ペ

ージ、防災対策事業についてですが、防災

マップ作成について、この事業は実際的な

避難計画の策定だけでなく、住民の意識向

上も兼ね重要な施策と理解しています。次

年度の実施予定についてお聞かせくださ

い。 

 ６番目、予算概要１００ページ、防災対

策事業について。防災教育についての平成

２９年度の成果と、平成３０年度はその成

果を踏まえどのようにやっていくのかお

聞かせください。 

 続きまして、７番目、予算概要９４ペー

ジ、婦人防火クラブ支援事業についてです

が、この婦人防火クラブの活動について、

その詳細をお聞かせください。 

 ８番目、予算概要９６ページ、消防本部

車両・資機材整備事業についてですが、こ

のたび更新、購入する車両の詳細について

お聞かせください。 

 ９番目、予算概要９８ページ、消防団活

動管理事業についてですが、消防団の編み

上げ靴を購入されるとのことですけども、

どのような方法で貸与されるのか。また、

購入の経緯についてお聞かせください。 

 続きまして、１０番目、予算概要８０ペ

ージ、交通安全推進事業についてですが、

事故防止のために看板等の標示は非常に

大切であります。交通安全標示の看板につ

いて、次年度はどれぐらいの需要を見込ん

でいるのかお聞かせください。 

 続きまして、１１番目、予算概要８２ペ

ージ、公共施設巡回バス運行事業について

ですが、こちらも先ほどの質問で詳細をお

聞きしましたので、要望だけとさせていた
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だきます。こちらにつきまして、昨年の決

算審査において、私も安威川以南の公共交

通の利便性向上を要望させていただいて

おりましたので、増便されるということは

それに合致しており、適切な施策かと思い

ます。今後についても、アンケート等をし

っかりととっていただいて、その効果につ

いて把握をして、その後、しっかりと新規

ルート等も検討して、適切に実施すること

を要望いたします。 

 続きまして、１２番目、予算概要８４ペ

ージ、橋梁長寿命化修繕事業というもので、

今回どのようなものか、詳細についてお聞

かせください。 

 続いて、１３番目、予算概要８４ページ、

転落防止安全柵設置事業。こちらにつきま

してもどのようなものか、詳細についてお

聞かせください。 

 続きまして、１４番目、予算概要８６ペ

ージ、正雀南千里丘線外２路線道路改良事

業についてというところで、用地取得に必

要な測量等々とお聞きしておりますが、改

めてどのようなものかお聞かせください。 

 続きまして、１５番目、予算概要８８ペ

ージ、特定空家対策事務事業についてです

が、これも先ほどの質問で多くありました

ので、要望だけとさせていただきます。 

 特定空き家につきましては、超高齢社会

においてふえてくることは間違いありま

せん。今しっかりと計画を整備し、迅速に

対応できるよう要望いたします。また、空

き家の有効活用もしっかりと考慮するよ

う要望いたします。 

 例えばですが、みんなのせっつ村という

ものがあります。男女共同参画センターウ

ィズせっつから生まれ、活動を始めた団体

と聞いていますが、空き家を利用した集い

の場に取り組んでいます。このような団体

を活用、連携することも考慮していただけ

ればと思います。 

 そういうわけで、作成時期と、どこまで

計画に盛り込むかのバランスを見つつ、将

来の必要性も考慮して、包括的かつ実効性

のある計画を作成していただければと思

います。 

 続きまして、最後１６番目、予算概要９

０ページ、都市景観事業について。こちら

はどのようなものか、詳細についてお聞か

せください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、質問１番目

の、平成３０年度当初予算の概要と特徴と

いうことに関してお答えいたします。 

 まず、一般会計は平成２９年度より０．

３％減の１億１，３００万円減の３３８億

１，４００万円ということになっておりま

す。これは３年連続のマイナス編成となり

ました。しかし、平成３０年度、「安全・

安心」、「健康」、「こども」、この３つに重

点を置きまして、款別でいいますと、民生

費は前年度比４．６％増、教育費につきま

しても建設事業費を除いて前年度比４．

１％増となったところでございます。また、

今後、千里丘西地区市街地再開発事業、そ

れから阪急京都線連続立体交差事業など、

大規模な事業が本格化を控えております。 

 そういったことから、めり張りをつけた

予算編成とした上で、市債発行額について

は引き続き、元金償還金以下に抑制し市債

残高を減少させつつ、財源不足の対応のた

めの基金取崩額は前年度以下の２３億円

にとどめ、将来を見据えた予算編成になっ

たと感じておるところでございます。 

 また、性質別で見ますと、特に扶助費が

４年連続で３％を超える伸びになってお
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ります。平成３０年度当初予算では、当初

予算としては初めて１００億円を超え、大

変懸念をしているところでございます。 

 また、事業費については前年度比減とな

っておりますけれども、中身を見ますと、

今年度は西別館の解体、それから青少年運

動広場の改修、学校のトイレ、空調など、

これらの設計の予算を計上しておりまし

て、平成３０年度の設計をもとに平成３１

年度についてはこれらの事業費が出てく

ると感じておるところでありますので、そ

ういったところから見ましても、やはり

先々を見据えた予算編成をしたというと

ころになっておるところです。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 そうしましたら、質

問番号２番、システム構築委託料の一元管

理のことに関してのご質問にお答えいた

します。 

 現在の情報系ネットワークは、平成２５

年９月に新館２階サーバー室に設置した

もので、平成３０年９月に保守が切れるも

のとなっております。また、教育系のネッ

トワークにつきましては平成２２年度に

教育センターにサーバーを設置し、現在、

保守を延長して利用しておるところでご

ざいます。これ以上の延長は難しく、情報

系とあわせての更新を行うものでござい

ます。 

 更新の際に、両ネットワークの機器統合、

論理分割を行い、セキュリティーを確保し

た上で、機器の有効利用、運用の効率化を

図りたいと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、質

問番号３番、備蓄品は計画上のものなのか、

また追加した購入なのかというご質問に

ついて、お答えいたします。 

 本市におきましては、災害発生時の避難

市民を１万１，０００人と想定しておりま

して、大阪府の地域防災計画で示されまし

た備蓄方針に基づき、現在アルファ化米等

２万５，０００食余り、また高齢者用食３，

５００食、あと粉ミルク１７５人分、あと

毛布４，０００枚等々備蓄いたしておりま

す。来年度につきましては、まだ大阪府の

計画に基づく備蓄に達してない毛布、これ

が大阪府の計画では１万１，０００枚とい

うところでございますが、まだ４，０００

枚しかございませんので、来年度７，００

０枚購入していきたいということで予定

しております。 

 ただし、毛布につきましては場所をとり

ますので、場所をとらない、また安価なア

ルミブランケットを７，０００枚購入する

予定です。 

 それと、あと避難所運営におきまして、

トイレの不足ですとか衛生上の問題がご

ざいますので、来年度、段ボールトイレ、

また凝固剤などの備蓄品の充実も図って

まいりたいと計画いたしております。 

 次に、質問番号４番ですね、ＭＣＡ携帯

型無線の配置場所でございますけども、大

規模災害で通信手段が不通になった場合

には、市が防災計画上指定しております災

害医療センター及び災害拠点病院等の連

絡手段がなくなりますので、地域災害医療

センターでございます摂津ひかり病院、そ

れと災害医療協力病院でございます摂津

医誠会病院、千里丘中央病院、昭和病院、

それと摂津医師会、医師会会長宅に、ＭＣ

Ａ型無線機を設置いたすものでございま

す。 

 あわせて、民間と協定を締結しておりま

す緊急１次避難場所にも一部ＭＣＡ型無
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線機を設置する予定でございます。 

 続きまして、質問番号５番の防災マップ

の次年度の取り組みでございますけれど

も、次年度におきましても２地域で取り組

んでまいりたいと考えております。しかし、

現在のところ、取り組みについて検討され

ておられます自主防災会があるとは伺っ

ておりますけども、まだ正式には決まって

ない状況でございます。この地域の防災マ

ップづくりにつきましては、あくまでも地

域の自主的な取り組みと考えております

ので、新年度に入りまして、自治会長が集

まられる定例会、役員会等におきまして、 

改めて地域防災マップづくりの説明をさ

せていただきまして、特に淀川ですとか、

安威川の沿線地域の自主防災会で取り組

んでいただけるような形で呼びかけてま

いりたいと考えております。 

 次に、質問番号６番の防災教育のこれま

での成果と平成３０年度の取り組みでご

ざいますけれども、平成２８度に各小・中

学校の教員１名に参加していただきまし

て、防災教育の手引が完成いたしました。

今年度に入りまして、自発的に先生たちが

防災教育に取り組むような動きも見受け

られますし、限りある時間数の中で、現在

一生懸命防災教育に取り組んでいただい

ておるところでございます。 

 少しずつではありますけども、各学校に

防災教育が浸透してきたのではないかと

考えておりますけれども、なかなか限られ

た授業数でございますので、今後、防災教

育が学校の域にとどまらず、いかに地域の

方と結びつけていくか、そういうところが

課題かと考えておりますので、平成３０年

度以降、例えば自主防災会の訓練時に防災

マップの取り組みを紹介したり、あと子ど

もたちが地域の大人たちに対して何か発

表できるような場を設けていければと考

えております。 

 学校、防災活動の地域がマッチングでき

るような取り組みを、今後検討していきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田課長。 

○松田消防本部総務課長 それでは、７番

目の質問の婦人防火クラブの活動内容に

ついてご答弁申し上げます。 

 現在、市内には三つの防火クラブがござ

いまして、その連合体として、摂津市婦人

防火クラブ連絡会が組織されております。 

 日常、火気を取り扱う機会の多い女性が、

家庭防火等の推進を図ることを成り立ち

といたしまして、地域に根づいた組織とし

て、防火思想の普及・啓発を行い、安全で

住みよいまちづくりの推進に寄与すると

いう役割を担っておられます。 

 活動内容といたしましては、各自の家庭

から火を出さないことを主眼に、草の根的

な防火意識を地域に浸透させる活動を初

め、住宅用火災警報機の設置促進、自主防

災訓練等での炊き出し訓練、摂津市防火安

全協会等が実施する街頭防火宣伝や防火

フェアでの火災予防啓発活動等を行って

いただいております。家庭防火の枠を超え

て、広く防火、防災活動を展開していただ

いております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、消防本部警備

課所管であります質問番号８番、予算概要

９６ページ、平成３０年度における消防車

両の更新についてとその詳細についてと

いうことのお問いに対してお答えいたし

ます。 

 平成３０年度に更新を実施する車両は、
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救急自動車と消防指揮車の２台でござい

ます。消防車両の更新につきましては、消

防車両更新計画に基づき実施するもので

ございまして、この消防車両更新計画は中

期財政見通しにもリンクしており、消防車

両の更新整備に関しまして一定の指標と

なっているものでございます。 

 なお、消防車両更新計画には消防車両の

特殊性を勘案いたしまして、車両によって

更新年数、更新走行距離を定めているもの

でございます。 

 まず、救急車でございますけれども、今

回更新の救急車は平成２１年度に購入配

備されたものでございまして、購入からは

８年以上が経過し、走行距離は１４万８，

０００キロを超えております。さらに、救

急車は１件当たり約１時間程度かかるた

め、救急出動中は走行せずに救急現場に待

機し、ベッドサイドモニター、観察装置等、

電気的に稼働する救急資機材を使用しな

がら救急救命処置を実施するため、エンジ

ンにあっては相当な時間稼働し、限界に近

いほど劣化が進んでいるものでございま

す。 

 また、救急車に積載しております高度救

命処置用資機材も並行して年間４，０００

件を超える救急事案により、同じく劣化が

進み、更新が必要な状況となっているもの

でございまして、こちらもあわせて更新を

行うものでございます。 

 続きまして、消防指揮車の更新について

ご説明申し上げます。消防指揮車でござい

ますが、こちらも消防更新計画に基づき平

成３０年度に１台更新を実施するもので

ございます。現有の消防指揮車は購入から

１２年が経過し、走行距離は今２万８，０

００キロ程度ですけれども、消防活動に必

要な資機材の積載により重量が増し、全重

量を支える足回り、電気系統等に著しく劣

化が進んでいる状況となっているため、更

新を実施することとなったものでござい

ます。 

 消防指揮車は通常、指揮隊として警備指

令、次席ともう１名の３名体制で乗車し、

各種災害活動において的確に対処するた

め、災害現場に到着すれば、指揮本部を設

置し、災害現場の指揮統制をとるものでご

ざいます。 

 なお、今回の消防指揮車の更新につきま

しては、もう一つの意義がございまして、

それは緊急消防援助隊における後方支援

車として運用することでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田課長。 

○松田消防本部総務課長 それでは、９番

目の質問の消防団に貸与する編み上げ防

火靴についてお答えいたします。 

 平成２５年、消防団を中核とした地域防

災力の充実強化に関する法律の公布を受

け、消防団の装備の基準が一部改正されま

した。それを受けまして、安全確保の装備

として、平成２７年度から耐切創手袋及び

救命胴衣を貸与し、装備の充実を図ってき

たところでございます。 

 現在、消防団員に貸与しているゴム長靴

でございますが、釘等の踏み抜き防止には

なっておりますが、爪先を守る先芯が入っ

ておらず、消火活動や地震等での災害活動

時にがれき等が散乱している危険な場所

での活動を想定いたしますと、消防団の身

を守る個人装備として問題点が多くござ

います。 

 今回導入予定の編み上げ防火靴は、先芯、

踏み抜き防止はもとより、防護性能にすぐ

れ、耐油底及び静電気帯電防止構造となっ

ており、より安全性が向上しております。
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個人装備を充実することにより、災害活動

時における消防団員の安全性を確保して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１０番目

の交通安全啓発に関する看板、標示等、需

要予測についてのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 交通安全啓発につきましては、予算の中

で消耗品費として１２０万円ほど、路面シ

ールや電柱巻き看板などの予算をいただ

いておりまして、通学路の安全対策の意識

の向上だとか、あるいは生活道路の安全対

策など、地域からの要望もたくさんいただ

いておるところです。 

 交通安全、通学路のほうに関しましては

教育委員会等と連携をとりまして、対策を

とっているところでありまして、生活道路

におきましても、地元自治会、あるいは住

民等の要望を受けまして、電柱幕、あるい

は看板の設置をしているところでありま

す。 

 また、路面標示もあわせて効果的な啓発

に努め、警察とも連携して取り組んでいる

ところでありまして、需要予測としまして

は、要望にこたえるために、常に地域に合

わせた「飛び出し注意」なり、「スピード

落とせ」なり、啓発にかかわる標示をした

電柱幕等を在庫に持ちまして、即対応でき

るような体制はとらせていただいており

ます。 

 今後も安全意識の向上の中、そういった

要望等が出てくるかとは思いますので、常

にすぐ対応できるような体制はとらせて

いただいております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 では、松本委員ご質

問の橋梁長寿命化修繕事業の修繕料の内

容についてお答えいたします。 

 平成３０年度に予定しております橋梁

修繕につきましては大きく２点ございま

す。 

 まず、１点目といたしましては、橋梁長

寿命化修繕計画に基づく予防保全を目的

とした修繕を防領橋で実施いたします。内

容といたしましては、鋼製部材全面の塗装

塗りかえ、床版コンクリートの欠けた箇所

の断面修復及び剥落防止、そのほか橋面の

防水、舗装の打ちかえ、伸縮装置の取りか

えといった内容になっておりまして、費用

といたしまして６，０００万円を見込んで

おります。 

 これにより、老朽化を迎える前に橋梁の

部材ごとの修繕を行うことによって、ライ

フサイクルコストの縮減を図るものでご

ざいます。 

 また、２点目といたしまして、平成２６

年度の橋梁点検で修繕が必要と認められ

た橋梁、これは無名橋ですが、八つの橋の

橋梁修繕を予定しております。これらは水

路にかかるものなど、比較的小規模な橋梁

が対象になっておりますが、修繕内容とい

たしましては、それぞれの橋梁によって異

なりますが、主なものといたしましては、

コンクリートの欠けた箇所の断面修復、ひ

び割れなどの補修、あと橋面の防水といっ

た内容になっております。これにかかる費

用といたしまして２，０００万円を見込ん

でおります。 

 また、点検で発見された老朽化による損

傷箇所を修復することで、橋梁の当初の機

能を回復し、長寿命化を図るものでござい

ます。 

 続きまして、転落防止安全柵設置事業の
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内容についてお答えいたします。これにつ

きましては、桜町１丁目、２丁目にござい

ます防領川、こちらに車両用の防護柵が設

置されておりますが、転落防止を目的とし

た柵ではございませんので高さが基準を

満たしておりません。そのため、平成２８

年度から工区を分けて順次工事を実施し

てまいりましたが、平成２９年度は１９５

メートル程度転落防止柵を設置しており

ます。平成３０年度はこの箇所の工事完了

を目指しまして、防領川南側、桜町２丁目

地域で約２２５メートルの転落防止柵を

設置いたします。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、１４番目

の正雀南千里丘線外２路線道路改良事業

についてのご質問にお答えさせていただ

きます。 

 阪急正雀駅前につきましては、平成１９

年度から事業を着手しておりまして、これ

までに沿道地権者の方々のご協力をいた

だきまして、約５０％の事業用地を確保し

ております。 

 場所につきましては、府営摂津正雀住宅

の北、以前デイハウスましたがあった場所

から、阪急正雀駅エレベーターまでのＬ字

型の区間で、約１７０メートルほどなんで

すが、その約半分は事業用地として今取得

しております。 

 ただ、事業進捗途上において、土地の問

題が判明しまして、その土地の問題といい

ますのが、国有地の存在、地目でいうと水

路になりますが、現況は水路の形跡はもう

全くないような状況で、法務局に備えてい

る公図のほうにはそれがまだ残っている

ような状況と、あと現況の占有している状

況と地番の配置が違うということで、２つ

の問題を抱えているような状況でござい

ます。 

 これについて、国有地でございますので、

行政側からその修正作業になかなか手が

つけられない状態でありましたが、国有地

を所有している近畿財務局だとか法務局

等とも相談をして解決に努めたんですが、

やはり行政側では対応できないというこ

とで、そのため、対象となる地権者の方々

を集めてご説明して、事業のご理解と今後

の予定等についていろいろ協議してまい

りまして、現在の方向としましては、その

ご協力をいただいた中で、まず国有地の時

効取得というような法的な手続に入って

いるような状況であります。 

 まだこれからそのあたりの動きになり

ますので、判決等にはまだ時間がかかるよ

うな見込みでありますが、その取得の判決

が認めていただければ、その後は土地の画

定、作業、測量等に進んでいきまして、平

成３０年度のこの予算、８７万円程度だっ

たと思いますが、この予算でまず地図の訂

正作業に入っていきたいと考えておりま

す。 

 それが決着できれば、本事業の着手へ進

めてまいれるというような状況になって

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 西川部参事。 

○西川建設部参事 最後のご質問、都市景

観事業についてのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 本市におきましては、良好な景観形成を

図るために、都市景観まちづくり要綱とい

うものを定めておりまして、特に南千里丘

周辺、それから千里丘新町地区におきまし

ては景観形成地区と定め、景観形成を努め

ているところでございます。 
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 予算の主な内容としましては、都市景観

アドバイザーの報償金でございますが、こ

れにつきましては大規模建築物、特に１０

メートル以上の建物や広告物の設置、それ

から景観地区における建築物に伴います

景観届に対しまして、学識経験者から助言

をいただいて指導を行っております。 

 具体例といたしましては、大規模建築物

に対しまして、まち並みと調和した色合い、

それから建物単体での色合いや緑化の配

置など指導を行い、景観のまちづくりを推

進しているところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５４分 休憩） 

（午後 ０時５７分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 １回目のご答弁ありが

とうございました。 

 それでは、引き続きまして、２回目の質

問をさせていただきます。 

 まず、１番目の平成３０年度摂津市一般

会計予算についてですけども、厳しい財政

状況の中、将来も見越した予算であると理

解いたしました。 

 さて、先ほどの答弁でもありましたが、

阪急京都線連続立体交差事業の着手や、千

里丘西地区市街地再開発事業の計画作成

などの将来に大きな出費が予想されます

が、改めて平成３０年度事業から予想され

る、今後の展望について、財政の観点から

お聞かせください。 

 続きまして、２番目、情報化推進事業に

ついてですけども、更新の運用の効率化等

について理解いたしました。 

 改めて運用の効率化というところで、具

体的なメリットをお聞かせください。 

 また、ネットワークでの一元管理におい

て、利便性は向上するものの、同時にネッ

トワークに侵入されたら、全ての情報が危

険にさらされるなどのデメリットもある

かと思います。今の保全体制はしっかりと

されているという認識はありますが、今回

の更新で保全体制に変化があるのかどう

かお聞かせください。 

 続きまして、３番目、防災資機材及び備

蓄用品整備事業についてですけども、計画

に基づいてしっかりと実施していただけ

ればと思います。理解いたしました。 

 ただ、今、各自治体において備蓄用品の

更新の際に大量のごみが出たり、人員が割

かれる等、課題となっておりますが、本市

の更新要領についてお聞かせください。 

 続きまして、４番目、情報収集伝達体制

整備事業についてですけども、設置場所等

については理解いたしました。 

 そこで、災害時の連絡体制に係る要領に

ついて、市の体制も含めてお聞かせくださ

い。 

 ５番目、防災対策事業については、防災

マップにつきまして、これから募集される

ことを理解いたしました。 

 昨年、淀川の洪水浸水想定区域が変更さ

れたことは周知のとおりです。よって、安

威川以南については特に重視すべきかと

思います。 

 さっき、答弁がありましたように、市か

らも安威川以南の地域において、積極的に

実施するよう働きかけていただければと

思います。 

 適切な準備は安心をもたらします。住む

ことへの障害とならないよう、しっかりと

やっていただくよう要望いたします。 

 あわせて、市としても安威川以南全体の

避難計画策定等についても検討するよう
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要望いたします。 

 続きまして、６番目、防災対策事業につ

いて、防災教育についてというところです

けれども、ぜひしっかりと各施策について

実施をしていただければと思います。 

 子どものころから防災の意識づけは大

事かと思います。それが大人になった際の

防災意識につながっていくというところ

で、教育委員会と連携をして、かつ、地域

と連携させるというところでありました

ら、今後、構築される防災サポーターとも

しっかりと連携していただくよう要望い

たします。 

 続きまして、７番目、婦人防火クラブ支

援事業についてですけれども、いろいろと

活動されていることを理解いたしました。 

 婦人防火クラブは意識の高い方々が集

まられていると思います。そこで、防災サ

ポーター制度を構築されているというと

ころで、これと連携することについてはど

うお考えかお聞かせください。 

 続きまして、８番目、消防本部車両・資

機材整備事業について、救急車についての

更新の必要性については理解いたしまし

た。 

 そして、指揮車についてですけれども、

もう一つの意義というところでおっしゃ

られましたけども、改めてどのような経緯

でそういう形になったのか、その詳細につ

いてお聞かせください。 

 続きまして、９番目、消防団活動管理事

業についてというところで、経緯について

は理解いたしました。 

 そこで、消防団の活性化は一層必要と考

えておりますが、何か装備品等の追加など

のそういった活性化施策というのがある

のかお聞かせください。 

 続きまして、１０番目、交通安全推進事

業についてですけども、市内各地に交通安

全表示をされておられることはよく目に

します。しっかりと交通安全対策を実施し

ておられて、非常に安心できるものと思い

ます。 

 ただ、それでも狭い道でスピードを出し

ている車があり、何とか速度を落とすよう

にできないかとの要望も多々聞きます。こ

れは要望なんですけども、よく最近、３Ｄ、

立体絵図の地面表示を目にします。ただ、

この単体表示での効果については、明確に

上がるというのは、インターネットで検索

してみたのですが、今のところ、見当たり

ませんでした。 

 しかしながら、この立体絵図の地面表示

と看板の文言を工夫して、文字と図の適切

な組み合わせ、つまり複合化させることに

よって、より一層の視覚効果を生み出し、

ドライバーの心理に影響を与え、速度減速

への大きな効果が上げられる可能性があ

るのではないかなと思っております。 

 ぜひ、より効果的な表示、複数手段の組

み合わせを研究、検討していただければと

思います。 

 本市には千里丘から正雀、別府、鳥飼ま

で狭い道が多く、検討の価値はあるかと思

います。ぜひよろしくお願いいたします。 

 続きまして、１２番目の橋梁寿命化修繕

事業についてですけども、要領については

理解いたしました。 

 インフラの確保は市民生活の利便性に

直結しますので、しっかりと計画的に、不

測の事態がないよう適切に引き続き修繕

することを要望いたします。 

 続きまして、１３番目、転落防止安全柵

設置事業についてですけども、これについ

ても理解いたしました。しっかりと安全対

策のため実施していただければと思いま
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す。 

 また、それ以外の場所についても適時点

検し、安全を確保するよう要望いたします。 

 あわせて、別府３丁目１番付近の番田水

路沿いに傾いている柵がございますので、

そちらの補修のほうも要望させていただ

きます。 

 続きまして、１４番目、正雀南千里丘線

外２路線道路改良事業についてですけど

も、理解いたしました。 

 ここは、長年、危険視されている場所で

ありましたので、適切に引き続き進めてい

ただくよう要望いたします。 

 最後、１６番目、都市景観事業について

ですけども、こちらについてもおおむね理

解をいたしました。 

 特に大規模建築についてされるという

ところで、これから本市としては千里丘西

地区市街地再開発事業と阪急京都線連続

立体交差事業、そしてあわせて、健都イノ

ベーションパークでいろいろ企業誘致を

されるというところで、まさにこの都市景

観事業については、非常にこれからますま

す重要になってくると思いますので、しっ

かりと考慮していただくよう要望いたし

ます。 

 ２回目の質問は以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、今年度予算

を踏まえて、今後の展望のご質問について

お答えいたします。 

 毎年１０月に前年度決算を踏まえまし

て、中期財政見通しを作成させていただい

ております。 

 昨年１０月に作成し、公表させていただ

きました中期財政見通しでは、平成２９年

度には歳入歳出差引１５億円ほどの歳入

不足と、平成３０年度については１６億円

ほどの財源不足という想定をさせていた

だいておりました。 

 平成２９年度につきましては、市税収入

の増加等がございましたので、この１５億

円よりも財源不足としては少なくなると、

１０億円を割ってくるのではないかなと

考えております。 

 平成３０年度につきましても、市税収入

の増収のほか、予算計上、各課いろいろと

工夫いただきまして、予算額を抑えていた

だきましたので、平成３０年度につきまし

ても、この財源不足は縮小すると考えてお

ります。 

 しかしながら、先ほども申し上げました

ように、委員からもお話ありましたとおり、

阪急京都線連続立体交差事業、それから千

里丘西地区市街地再開発事業が本格化し

てくると。この二つの事業で、昨年の中期

財政見通しでは補助金、それから市債を除

く財源、それについては公共施設の整備基

金でありますとか一般財源で賄っていき

たいと思っておりますけれども、補助金と

市債を除きますと、約３６億円の財源が必

要になってくるということになっており

ます。やはりかなり大きい金額ですので、

これについては、なるべく主要３基金を温

存し、この両事業に充てていきたいとに考

えておりますので、今年度予算計上いたし

ましたけれども、各課におかれても、経費

の節減努力、効率的な執行をいただいて、

なるべく不用額を出していただけたらな

と考えておるところです。 

 主要基金につきましては、平成２９年度

の補正後で１２０億円ほど、それから平成

３０年度当初予算の現在高見込みとして

は９７億円ということで、１００億円を切

る見込みになっておりますけれども、先ほ

ども申し上げましたように、各課ご努力い
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ただいて、不用額が出てきましたら、これ

は１００億円を上回ってくるものにはな

ってくるかなと考えております。 

 この１００億円のうち、先ほど申し上げ

た二つの事業で基金を充当して、事業の執

行をしていきたいと考えておるところで

す。 

 詳細につきましては、また１０月に平成

２９年度の決算を踏まえまして、今後の見

通しを作成し、皆様にご確認いただきたい

と考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 更新の運用の効率

化についてのご質問にお答えいたします。 

 一元管理することにより、障害時におけ

る問題の切り分けにつきまして、スピード

感が上がることが見込まれております。 

 また、市のネットワークの全体像を把握、

管理することで、平成２７年度に国の通達

により、自治体情報のセキュリティー強靭

化の対応というものがございました。 

 このような新たな事業に対しましても、

現状の把握や設定変更がしやすくなるな

ど、管理面におけるメリットがあると考え

ておるところでございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、３

番目の備蓄用品の更新要領についてお答

えいたします。 

 食料等備蓄用品につきましては５年保

存、水につきましては７年保存として備蓄

いたしております。 

 毎年度、消費期限を迎える同数分の備蓄

品を購入しているところでありますけれ

ども、食品ロスの関係もございますので、

当該年度に消費期限を迎えるものにつき

ましては、自主防災会の訓練ですとか、防

災教育、出前講座等で配布し、できる限り

廃棄が出ないように努めているところで

ございます。 

 なお、消費期限を迎えました水につきま

しては、生活用水として活用するよう備蓄

しているところでございます。 

 次に、４番目のＭＣＡ型無線機の災害時

の連絡要領とその体制についてでありま

すけども、先ほどもご答弁申し上げました

ように、大規模災害で通信手段が断絶した

際には、本市の災害対策本部と、また市内

の医療機関との通信手段としてＭＣＡ無

線を活用しまして、市内医療機関等で受け

入れしました被害者等の情報ですとか、ま

た、医薬品の資材等の不足の情報ですとか、

本市の対策本部と市内医療機関、また、三

島全体を取りまとめる救命対策本部、三島

救命救急センターと派遣要請を行うとき

にも使用いたします。 

 それとまた、庁内には防災管財課以外に

建設部、上下水道部、また消防本部にもＭ

ＣＡ型無線を配置いたしておりまして、初

期防災のポンプ班とか、あと上下水道部と

のやりとり、本部との連絡のやりとり、ま

た、避難所開設時にも避難所に職員を配置

いたしまして、避難所と本部とをつなぐ情

報連絡手段にも活用してまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田課長。 

○松田消防本部総務課長 それでは、２回

目の質問の、婦人防火クラブと防災サポー

ター制度との連携についての質問にお答

えさせていただきます。 

 防災サポーター制度は来年度から立ち

上がり、主な活動といたしまして、避難所

の運営を担っていただくとお聞きしてお

ります。 

 防災サポーターと婦人防火クラブとの
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連携につきましては、炊き出し等の後方支

援活動も考えられますが、婦人防火クラブ

の役割を伝えつつ、すみ分けについても、

今後、関係課としっかり協議を進めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、松本委員のご

質問の、消防指揮車の緊急消防援助隊の後

方支援車としての更新に至るまでの経緯

についてお答えいたします。 

 平成２６年４月３０日付、緊急消防援助

隊の編成及び施設の整備等に係る基本的

な事項に関する計画の変更に伴いまして、

大阪府大隊の増隊も促進され、摂津市は後

方支援小隊の増隊が割り当てられたもの

でございます。 

 この緊急消防援助隊の編成に伴う後方

支援小隊の増隊が割り当てられたことに

伴い、後方支援小隊が活動するための後方

支援車が必要になったものでございます。 

 なお、これは南海トラフ地震、首都直下

地震等で発生が懸念される国家的な非常

災害に備え、全国レベルで緊急消防援助隊

の増隊を図るものでございます。 

 消防といたしましては、今後におきまし

ても、過去に出動いたしました教訓を生か

しまして、より迅速、確実に出動し、より

効果的な人命検索が可能な消防体制を目

標といたしまして、現在もあらゆる大災害

を想定した各種訓練に参加し、さらなるス

キルアップを目指しているところでござ

います。 

 平成２８年の熊本地震以降は、現在のと

ころ、幸いにも緊急消防援助隊が出動する

災害はございませんでしたが、以後におき

ましても、いざというときには即対応でき

るよう、整備を万全にしているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松田課長。 

○松田消防本部総務課長 それでは、２回

目の質問の消防団の活性化、今後の装備の

充実についてのお答えをいたします。 

 さきに申し上げましたとおり、消防団の

装備の基準に基づき、消防団の災害活動時

の安全確保は大変重要であると考えてお

ります。 

 本市では、消防団の計画といたしまして、

摂津市消防団活性化総合計画が策定され

ております。その中で、団員の確保や教育

訓練、機械器具や装備の整備等が基本計画

としてうたわれております。 

 その計画を実施していくための実施計

画策定について、現在、消防団員の皆さん

の中から各地区２名、計８名を選出してい

ただきまして、消防団活性化総合計画実施

計画検討委員会の委員として今後の課題、

その対策、取り組みについて検討していた

だいているところでございます。 

 その委員会でも必要な装備品について

検討を行っていただいておりますけれど

も、その内容と国の基準を合わせて消防団

の皆様の安全確保が図れるよう、今後も必

要性、優先順位等をしっかり踏まえながら、

装備品の充実をしてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 それでは、３回目の質問をさせていただ

きます。 

 まず、１番目の平成３０年度摂津市一般

会計予算についてですけども、おおむね今

後の展望についても理解いたしました。 

 また、ことしの１０月、しっかりと詳細
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について発表されるということで理解い

たしました。 

 今、２０２５年問題とも言われています

扶助費の増額というのがあり、今後も厳し

い財政状況が続きます。一層の増収努力等

を行って、引き続き、持続可能な行政運営

ができるよう、予算を立てていただくよう

要望いたします。 

 続きまして、２番目、情報化推進事業に

ついてですけども、システムの効率化、利

便性の向上というところにつきましては、

おおむね理解をいたしました。 

 ただ、保全体制、システム保全というと

ころで、現行の示されているもので継続す

るのか、それとも更新をする必要があるの

かというところが、少しわからなかったの

で、もう一度、お聞かせください。システ

ム保全についてどうなるのかお聞かせく

ださい。 

 続きまして、３番目の防災資機材及び備

蓄用品整備事業についてですけども、おお

むね理解をいたしました。 

 備蓄用品が災害発生時に使えませんで

したというのは備蓄の意味がないので、し

っかりと管理を続けていただければと思

います。 

 また、食品についてなんですけども、た

だ配るだけ、もしくは、廃棄するというの

は非常にもったいないというところもご

ざいますので、もしフードロス等がありま

したら、防災訓練で配布するのはもちろん

のこと、例えば福祉と連携して、フードバ

ンクのような形で、食料品を要望される方

への配布も有効かなと思います。食品ロス

の軽減につながります。 

 よって、乾パンよりもおいしいビスケッ

トなどの購入も検討していただければと

思います。 

 また、これらの備蓄用品を扱える人材も

必要かと思います。こういう人材に防災サ

ポーターも活用していただければと考え

ております。 

 なお、防災サポーター制度についてなん

ですけども、仙台市地域防災リーダーとい

うよい例がありまして、これは大災害を経

験している仙台市が自主防災組織を活発

化させるために平成２４年度から実施し

ている独自の地域防災リーダー制度です。

本市とは地域住民の防災意識にやや異な

る点があるかと思いますけども、多々参考

になるかと思います。 

 先進事例を積極的に参考にして、効率的

な施策を行って、よりよい防災サポーター

制度の構築もあわせて要望いたします。 

 続きまして、４番目の情報収集伝達体制

整備事業についてですけども、その要領、

体制についてはおおむね理解をいたしま

した。 

 引き続き庁内と、そして市内の他の施設

ともしっかりとした連携がとれるように、

体制整備をしていただければと思います。 

 続きまして、７番目、婦人防火クラブ支

援事業についてというところで、婦人防火

クラブと防災サポーター制度の連携につ

いては、今後、しっかりと検討していただ

くということで理解をいたしました。 

 これは婦人防火クラブだけではなくて、

消防団についても、防災サポーター制度と

の連携を今からしっかりと考えていただ

ければと思います。 

 答弁にもありましたように、消防団は消

防と同じで、大災害時には外の現場の主役

と言えるでしょう。避難所運営や地域をま

とめる内なる役割は防災サポーターにな

るのかと思います。よって、今から役割を

しっかりと検討し、精査したうえで、さら
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に連携させて、ともに共助の核となるよう、

しっかりと構築していただくよう要望い

たします。 

 続きまして、８番目、消防本部車両・資

機材整備事業について、指揮車の購入につ

いては、その経緯を理解いたしました。大

災害における広域連携は必須であります。

その購入は日本のために必要であること

を理解いたしました。 

 引き続き、適正な装備更新をよろしくお

願いを申し上げます。 

 なお、代表質問でもありましたが、装備

の延命化等もしっかりと考えて、購入段階

から検討していただくよう要望いたしま

す。 

 続きまして、９番目、消防団管理事業に

ついてですけども、おおむね理解をいたし

ました。消防団はまさに共助の核でありま

すので、引き続き、消防団の強化をしてい

ただくよう要望いたします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、ネットワ

ークの更新に係るところにつきましての

ご質問にお答えいたします。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたが、現

状、教育ネットワークにつきましては、教

育センターに、サーバーが設置されており

ます。それで運用管理がなされており、別

システムとなっております。 

 一方、情報系のネットワークシステムに

つきましては、新館２階のサーバー室に平

成２５年に構築し、これも現行別システム

で動いております。 

 来年度に予定しておりますのは、これら

別々に、今、稼働しておるシステムを一つ

にまとめる形で、２階のサーバー室に構築

を考えております。 

 そうすることによりまして、先ほど申し

ておりましたところの導入作業におきま

しても、共通化を図ることができるなど、

一元化することで、何かしら障害が起こっ

た場合に、その問題の切り分けというもの

が、一つのシステムであることからスピー

ドアップいたします。 

 さらに、ちょっと費用的なことは申し上

げておりませんでしたが、一元的な保守を

することにより、保守費用の削減が期待で

きるものなど、機器等も同時調達すること

にスケールメリットが期待できるかなと

思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。

保全体制というところで、理解をいたしま

した。 

 この保全対策というのは、どちらかとい

うと、情報保全という形での観点で質問と

いうことでございましたので、もう一度、

適切な情報管理、情報保全という観点で、

今回、変更があるのか、継続していくのか、

それを改めてお聞かせください。システム

チェックといいますか、情報流出を保全す

るという観点の質問でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 現行の情報系ネッ

トワークにおきましては、さまざまなセキ

ュリティーを施しておるところでござい

ます。 

 一方、教育のネットワークにおきまして

は、先ほど申しましたように、教育センタ

ーの一室にサーバーを置いておるところ

であります。そういった意味からも、本庁

のサーバー室のほうに構築することによ

りまして、セキュリティーを担保して、今
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後、運用してまいりたいと考えております。 

○渡辺慎吾委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 おおむね理解いたしま

した。 

 システムの効率化と利便性の向上のた

め、ネットワークの適正な機能向上という

のは必要かと思います。 

 あわせて、今、個人情報等いろいろと情

報管理が非常に厳しい中、しっかりと情報

保全対策も実施するよう要望いたします。 

 以上で終わります。 

○渡辺慎吾委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 かぶっている部分は割愛させていただ

きますので、質問数は少ないかもしれませ

んが、お答えいただければと思います。 

 まず、森山市長の市政運営の基本方針に

ついてです。 

 私は森山市政の予算編成は、毎年バラン

スがとれていると思っています。基本方針

の中で市債も２１７億円と、ピークのとき

に比べれば、確実に減らしていることをす

ごく評価しています。 

 そして、吹田操車場跡地の売却益も加わ

り、前年度は過去最高の基金残高になりま

した。 

 しかし、中期財政見通しで見ると、平成

３５年には基金が枯渇するとなっていま

す。それに、これから阪急京都線連続立体

交差事業、千里丘西地区市街地再開発事業、

総合体育館建設基本構想、旧味舌小学校の

体育施設建設等、大型プロジェクトが多数

あります。このプロジェクトを見ても、安

威川以北が主です。 

 そこで、よく市長はいろんなところで夢

という言葉を使われていると思います。ぜ

ひ鳥飼地域にも夢という観点から、夢を持

って予算配分をしてもらいたいというこ

とを言いたい。 

 それに、基本方針の中で、最後のほうに

地下鉄２号線の延伸の話もありました。こ

れは鳥飼地域の人口減少の抑制、これにも

つながる大きな施策の一つだと、それが私

は夢だと思っております。ですので、この

夢である地下鉄２号線の延伸の実現、それ

を早期にお願いしたい。これをまず要望と

してお伝えしておきます。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 まず１点目、予算書２０ページ、市税は

歳入の根幹をなすものであり、当初予算に

おける市税の状況を確認しておくことは

大変重要なことだと思います。市税の構成

割合を見ると、他市と比較して法人市民税

の割合が高いのが特徴であります。 

 そこで、法人市民税は前年度比１億６，

７５０万円増の２１億３００万円を見込

んでいますが、主要法人の動向を踏まえ、

当初予算計上していたことと思いますが、

増加の要因についてお教え願います。 

 それと、この法人市民税、今回、２１億

３００万円となっていますけれども、平成

２９年度補正予算では２３億８，５５０万

円となっています。この２３億８，５５０

万円に対して、この２１億３００万円の予

算のつけ方、どうしてこれぐらいが妥当な

のかという根拠を教えていただければと

思います。 

 ２点目に、予算書２０ページの固定資産

税ですけれども、平成３０年度が評価替え

の年になっています。評価替えの影響をど

のように見込まれているのか、お教えいた

だきたいと思います。 

 ３点目、予算書１５ページ、歳入歳出予

算事項別明細書の地方消費税交付金１６

億３，０００万円、前年度比では２億６，
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０００万円の減ですが、平成３０年度から

清算基準が変わったから、人口や従業者数

で地方消費税交付金の金額が変わってく

ると聞いております。摂津市の人口はこれ

から間違いなく減っていきます。案分され

て入ってくる消費税交付金の恩恵を十分

受けることができないのではないでしょ

うか。その対策をお教えいただければと思

います。 

 次に、予算概要２０ページ、情報政策課

所管の情報化推進事業について、松本委員

から質問がありましたけれども、データの

保管、これは市の財産です。違う角度とは

思うんですけども、この間、ハザードマッ

プの変更があったと思います。市民の大切

なデータ、職員が業務に使用するデータな

どを一元化すると先ほど答弁がありまし

たけども、本当にこのハザードマップに対

応しているのかどうか、その部分をお答え

いただければと思います。 

 次に、予算概要９６ページ、消防本部車

両・資機材整備事業について、救急車の更

新ですが、これも松本委員から質問があり

ましたけども、市長の市政運営の基本方針

の中でもこれがうたわれております。この

救急車の到着時間の短縮、これはちょっと

私の弟の話なんですけど、２年前、うちの

弟が脳梗塞になったとき、身内ですから、

１分１秒でも速く運んでほしい、早く行っ

てほしい、そのように思うのが家族の心情、

身内の心情だと思います。ですので、命に

かかわることにお金を使うことは大事な

ことだと思っております。その辺で、何秒

短縮できることになるのか、この救命率向

上をどのように捉えているのか、それをお

教えいただければと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本次長。 

○橋本総務部次長 法人市民税の平成３

０年度の計上につきまして、ご説明させて

いただきます。 

 平成３０年度法人市民税におきまして

は、景気の回復基調を背景といたしまして、

企業業績の改善を反映いたしまして８．

８％増、１億６，７５０万円の増収として

おります。 

 まず、平成２９年度の状況から説明させ

ていただきます。 

 ２月までの申告状況で、前年度、平成２

８年度と産業分類で比較いたしますと、製

造業で主に約３９％、３億５，２７０万円

の増収となっておりまして、そのほかサー

ビス業、小売業、建設業は横ばいの税収状

況です。まだ３月の申告が控えております

ので、その他確定していない部分がござい

ますが、全体で１５％増、３億１，８７０

万円の増収で、現在、２４億６，３２０万

円の調定状況でございます。 

 また、均等割区分によりますと、資本金

５０億円の９号法人におきまして、対前年

度５２％増、４億８，８８０万円の増収が

全体を引っ張っている状況でございます。 

 これらを踏まえまして、平成２９年度の

補正は、当初予算額から今回４億５，００

０万円の増収を補正いたしたものでござ

います。 

 平成３０年度におきまして、現在、報道

等におきましては、３月期決算の好調な収

益が発表される一方で、既に１２月期決算

企業におきまして、平成３０年１２月期の

業績が非常に厳しいという発表もされて

おります。 

 本市におきましては、主要企業の業績の

改善もありますが、一定、その全てを取り

込んでの当初予算額の計上には非常に厳

しい面も備えておりますので、平成３０年
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度は補正予算額より少ない金額の当初計

上となっております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 中西部参事。 

○中西総務部参事 それでは、平成３０年

度の評価替えの影響をどう見込んでいる

のかという質問に対してお答えさせてい

ただきます。 

 土地の評価替えにつきましては、地価公

示価格などの公的地価評価をもとに、標準

宅地や路線価格、あるいは時点修正などの

鑑定を不動産鑑定士に委託しまして、求め

られた価格を活用しまして、適正な評価に

努めておるところでございます。 

 この価格ですけども、平成２７年以降は、

摂津市内の地価としましては、比較的落ち

ついた状態が続いておりまして、平成３０

年度におきましても、一部地域におきまし

ては、地価動向に軽微な増減は見られてお

りましたが、比較的落ちついた状況が続い

ている状況です。 

 市内全体で見た場合にも、さほど大きな

変動は見られませんでしたが、ただ、千里

丘新町、あるいは千里丘新町からＪＲ千里

丘駅までの線路沿いの路線などにおきま

しては、区画整理であるとか道路改良、こ

のような影響におきまして、路線価格とし

ましては、１０％前後の上昇が見られてい

るというところでございます。 

 それらの状況を踏まえた中で、平成３０

年度に土地評価替えを実施するわけです

けども、前年比で約０．４％ほどの上昇と

いう形で見込んでおります。 

 家屋につきましては、既存家屋の評価替

えに用います再建築費評点補正率が、東日

本大震災の復興事業、あるいは東京オリン

ピック開催などによります建築需要、これ

によりまして、東京圏の建築物価が上昇し

ておるために、木造で１．０５、非木造で

１．０６とこちらは上昇しておりますが、

ただ、家屋の場合は年々評価が下がるとい

う部分がありますので、経年減点補正によ

る減価率、あるいは滅失された家屋等によ

ります減価の影響によりまして、評価替え

による影響としましては、約４％程度の減

価という形で見込んでおります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、３番目、予

算書１５ページの地方消費税交付金につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 地方消費税交付金につきましては、まず

地方消費税として国から各都道府県に払

い込まれるものでございます。 

 その後、徴収取扱費等の額を減額した額、

これを各都道府県間で清算し、清算後の額

の２分の１を市町村に交付するものとな

っております。これが地方消費税交付金と

して交付されます。 

 今回の清算基準の見直しは、この都道府

県間での清算の基準を見直したものにな

っておりまして、これまでこの清算につい

ては、小売り年間販売額、それから人口等、

これらを用いて清算を行っておったんで

すけれども、今回、小売り年間販売額のウ

エートを低くいたしまして、人口が占める

ウエートを高くする見直しが行われまし

た。 

 これによりまして、地方消費税はそもそ

も税負担を最終消費者に求めるもので、最

終消費地と税収の帰属を一致させる、これ

をより適切に最終消費地に帰属させるた

めの見直しという形になっております。 

 その後、清算後の額の２分の１を市町村

に交付する際には、委員もおっしゃってお

られましたように、人口と、それから従業
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員者数で按分するという形になっており

ます。 

 ８％のうち１．７％が地方消費税になっ

ておるんですけれども、この１％部分につ

いては、人口と従業員数で按分、それから

増税となった際の０．７％分については、

人口のみで按分すると。各市町村の人口総

数に対する摂津市の人口の割合で按分さ

れるということになっております。 

 そのため、確かに委員おっしゃっておら

れますように、摂津市の人口が減った場合、

地方消費税交付金が大分減ってくるとい

うことになります。 

 今、全庁的に総合戦略に取り組んで、人

口減少の抑制に努めているところですけ

れども、この総合戦略に基づきまして、い

ろいろな施策を行うことによって人口減

少を抑制しますと、ひいては地方消費税交

付金にも影響するということになってま

いりますので、この総合戦略に沿った施策

を実施していくことが重要であると考え

ております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、４番目の

ご質問の、災害時における市の財産である

データの保管についてのご質問にお答え

いたします。 

 本市における住民情報システムは、現行、

自庁サーバーを設置し、システム運用管理

を行っております。ただし、災害時等に備

えまして、住民情報システムである住基、

税、そういった情報はバックアップをとり、

遠隔地に保管しておるところでございま

す。 

 従来、月次であったものを、今は週次の

データを保管しておるところでございま

す。 

 また、東日本大震災等の教訓を受け、総

務省におきましては、システムのクラウド

化というものを積極的に推奨しておると

ころでございます。 

 本市の住民情報システムは平成３１年

９月に更新時期となっております。委員が

ご指摘のとおり、市民の財産、そういった

ものを災害時から守る視点からも、次回更

新時におきましては、クラウド化への移行

を積極的に検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 小田原参事。 

○小田原警防第２課参事 それでは５番

目、救急車の現場到着時間の短縮について

のご質問に答弁申し上げます。 

 高規格自動車の購入でございますが、車

両更新計画に基づきまして、平成３０年度

に１台更新を実施するものでございます。 

 全国的に救急需要が増加する中、本市に

おいても救急件数が年々増加している状

況にございます。 

 今後もさらにふえ続ける救急ニーズに

対応し、市民一人一人が安心して暮らせる

本市の救急体制を維持するために、専任救

急隊を１隊増隊しまして２隊とすること

により、救急隊を効率的に運用し、救命救

急体制の充実強化及び救命率の向上を図

り、救急車の現場到着時間の短縮を目指し

てまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 ありがとうございます。

それでは、２回目、質問させていただきま

す。 

 市税というのは、私は何回も委員会でお

話しさせていただいていますけれども、歳

入の根幹、これが揺らぐと、これが見通し
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を誤ると、摂津市の行政自体が成り立たな

い。だからこそ、特に法人市民税と個人市

民税、これをしっかりと把握する、それは

大事なことだと常日ごろ思ってます。 

 まして、今、摂津市も全国の状況と同じ

く少子高齢化が進んでおり、近い将来に人

口減少の問題も出てきます。その中でどの

ようにして、例えば法人市民税、その辺を

きっちりと押さえていくかが一番大事だ

と思って質問させていただきました。 

 じゃあ、２回目なんですけれども、まず

１番の法人税率の話ですけれども、平成３

１年には１０月に消費税率の変更に伴っ

て税制改正、法人税率が下がると聞いてお

ります。単純に減収になるのか、ならない

のか。先ほど、消費税の内訳は答弁いただ

きましたけども、摂津市の中で、トータル

として、要するに、法人税率が下がると、

税収が下がる。消費税がふえることによっ

て、減収分をカバーできるのか、逆に影響

をどう捉えているのか、お教えいただきた

いと思います。 

 ２番目に固定資産税ですけれども、土地

に係る固定資産税は、平成３０年度の税制

改正で負担調整措置が３年延長されるこ

とになったと。 

 土地について、約０．４％ほどの上昇と

いう答弁があったとは思いますけども、こ

れは負担調整措置が仮に廃止となった場

合の影響額を試算することは確かに厳し

いとは思いますけど、もしこの措置が廃止

された場合の影響をどのように捉えてい

るのかお教えいただきたいと思います。 

 個人市民税なんですけれども、今年度予

算、前年度に比べて２，４９０万円、０．

５８％の減です。この市民税の今後につい

て、どのようにお考えなのか教えていただ

きたいと思います。 

 次に、４番目のデータの保管、これは理

解いたしました。バックアップで対応する

ということなんですけど、災害時の対応と

してクラウド化への移行、きっちりとデー

タの管理、運用をしていただきたいという

ことを要望しておきます。 

 最後に、消防の救急車の件ですけれども、

今、いろいろ時間短縮の話をいただきまし

た。現在、救急車は４台体制だと思います

けども、消防本部に何台とか配備計画があ

ると思います。 

 逆に、例えばここから鳥飼上まで、鳥飼

八防の辺にある消防のほうから行くのと、

消防本部から行くのでは時間が大きく異

なります。 

 市政運営の基本方針の中で、救急車の到

着時間短縮とここまで書いていますので、

具体的にもうちょっとこれを深く突っ込

んで、例えば救急車の配置の部分など、ど

のようにお考えなのか、教えていただきた

いと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本次長。 

○橋本総務部次長 それでは、２回目の法

人税率の関係のご質問にお答えいたしま

す。 

 平成２８年度の税制改制において、国、

地方の法人実効税率の引き下げが示され

ております。その中で法人税率におきまし

ては、平成２４年度まで２５．５％であっ

たものが、順次引き下げられまして、平成

３０年度から２３．２％とするものとされ

ております。 

 並行いたしまして、法人市民税におきま

しても引き下げが示されておりまして、平

成２４年度の本市におきまして、制限税率

としておりますが、１４．７％の法人市民

税が、平成２６年１０月からは１２．１％
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に、そして、平成３１年１０月におきまし

ては８．４％に、６．３％の引き下げを今

後することとなります。 

 全体の引き下げ率の影響について、額で

はなく、率で申し上げますと、平成２４年

度当時から平成３１年度の実効税率の引

き下げが行われた場合、市の法人税割にお

いて５１．９９％の額に落ちるという形で

計算が見込まれます。 

 ただし、法人市民税の税収の状況といた

しましては、平成２５年度に１６億８，０

００万円となりまして、引き続き、平成２

６年度からは２１億円を超えた状況で収

入しておりまして、平成２６年度が２１億

７，０００万円、平成２７年度が２３億円、

平成２８年度が２１億４，０００万円の調

定ということで、景気の動向も加味しまし

て、法人市民税の一定の収入は確保できて

いる状況もございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、法人市民税

の影響と、それから地方消費税交付金、こ

のトータルでの影響について、私のほうか

ら答弁させていただきたいと思います。 

 地方消費税につきましては、平成３１年

１０月に、地方分としては１０％のうち２．

２％になるということになっております。

平成２６年３月までは１％で地方消費税

交付金が交付されておりましたけれども、

この差異は人口と従業者数で按分となり

ます。平成３１年１０月以降の２．２％に

ついては、１％部分は全戸及び従業者数、

それと１．２％部分は人口で按分という形

になりますので、平成２５年度までの２．

２倍という形には単純にはなってこない

かなというふうに考えておりますけれど

も、一定の推計をいたしますと、地方消費

税については、６億円余りの増収になって

くるかなというふうに考えております。 

 法人市民税の減収見込みを少し上回っ

てくるのではないかなと考えております

けれども、ただ、この地方消費税交付金、

それから法人市民税ともに交付税の算定

のほうにも反映されるものとなっており

ます。 

 交付税は、今年度予算計上はしておりま

せんけれども、そういったところで交付税

の影響というのもなかなか見づらいとこ

ろがございますが、もしも交付税が交付さ

れていたとした場合、このトータルでの増

収が交付税の減につながることとなりま

す。しかも地方消費税に関しましては、増

収分が丸々交付税のほうでは算定されま

す。法人市民税については、減収の７５％

だけが交付税のほうで見られるというこ

とで、プラス分以上に交付税の算定では減

収になると見込んでおりまして、交付税が

交付されていればという前提ですけれど

も、トータルで言えば若干減収につながり

かねないと思われます。 

 交付税がずっと不交付でありましたら、

法人市民税と地方消費税のプラスマイナ

スだけで若干プラスにはなってきますけ

れども、交付税も入れますと、少し減収に

なる可能性もあると算定しているところ

でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 中西部参事。 

○中西総務部参事 それでは、負担調整措

置の廃止をした場合の影響ということで

お答えさせていただきます。 

 確かに平成３０年度税制改正におきま

して、現行の負担調整措置を３年間継続す

るとされましたが、これは廃止を前提にし

たというものではございませんで、大都市
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部で地価が上昇傾向にある、また地方では

下落が継続しているということを踏まえ

た中で、税負担の公平性や市町村の基幹税

である固定資産税の充実確保という観点

から、負担調整のあり方自体を引き続き検

討するとされたものでございます。 

 ただ、現在、負担調整措置をやっている

わけで、これを単純に廃止した場合、摂津

市としてどれぐらいの影響があるかとい

うことを考えた場合、特に負担調整の影響

が大きいのが全国的に非住宅用地になる

んですけども、これを廃止した場合には、

非住宅用地の所有者に与える影響という

のが、急激な税負担増という形で見込まれ

てまいります。 

 現在の地方税法では、非住宅用地の場合、

課税標準額の上限というのが、評価額の７

０％までという形では規定されているわ

けなんですけども、摂津市におきまして、

現在、課税対象でありますこの非住宅用地、

概算ですけども試算してみますと、固定資

産税で言いますと約１５億円程度が増収

に、都市計画税で３億円ぐらいの増収には

なるという形になります。 

 ただ、先ほども言いましたように、あく

までも負担調整措置のあり方を考えると

いうものでありますので、いきなりこれが

廃止になるということは、まずはないかな

と考えていますので、今後３年間の様子を

見ながら、負担調整措置といいますか、現

在の負担水準の率のあり方等を考えてい

かれるのではないかと考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本次長。 

○橋本総務部次長 それでは、個人市民税

のご質問につきまして答弁申し上げます。 

 平成３０年度個人市民税の積算をする

に当たりまして、まず平成２９年度の状況

から説明させていただきます。平成２９年

度納税義務者数が約５５０人、２月現在で

すけどふえておりまして、一定予算額を確

保できる見込みでございます。 

 しかし、１人当たりの課税額を平成２８

年度と比較いたしますと、伸びはほとんど

ないのが現状でございます。厚生労働省の

毎月の勤労統計調査等によりますと、平成

２９年度の月平均の現金給与としまして、

０．４％増の発表もありますが、平成３０

年度の個人住民税におきまして、課税時点

でのこれまで生産年齢人口の減少、合わせ

ましてふるさと納税に伴う税額控除の増

加、申告時期でございますが、現在のワン

ストップサービスでの報告数値におきま

しては、去年の３倍の金額の数字が挙がっ

てきております。それらを減収要因として

予測をしたときに、増収は非常に厳しい状

況と見込みまして、今回、２，４９０万円

の減収を見込んだ次第でございます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本消防署長。 

○橋本消防署長 それでは、中川委員の救

急車の到着時間短縮の件についてお答え

申し上げます。 

 現在、救急車は４台配備しております。

そのうち１隊については、救急隊の専任隊、

残り３隊については、消防車両との併用と

いうか、乗りかえ運用で運用させていただ

いております。 

 今回、条例のほうもご提案させていただ

きましたけれども、救急隊の増隊という形

で、もう１隊、専任隊をつくろうとお願い

しております。この専任隊が１隊であるが

ために、他の業務をしているため、救急車

の到着時間が遅れているというのも一つ

の要因であり、今申し上げましたように職

員１０名の増員をお願いさせていただい
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ております 

 それと委員がご指摘というか、ご提案の

とおり、現在、救急車４台については本署

に配備しております。ここから鳥飼上、ま

たは千里丘７丁目ということになります

と、約１０分近く到着時間がかかっており

ます。この専任隊を２隊にできることによ

りまして、救急車の配備につきましても、

出張所の配備もどれぐらい短縮になるか

今から検討していきますが、そちらのほう

も検討しながら配備していきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 ありがとうございます。 

 それでは、税のほうは要望とさせていた

だきます。３つまとめてお話しさせていた

だきます。 

 税のほうは時々の法律の改正によって

大きくその数字も影響していくというこ

とが今わかりました。ですので、いかにト

ータルで摂津市民の財政に負担がないよ

うにするか、手を打たなければならないと

思います。こうなったという情報を早くつ

かんでいただき、ぜひそのものがきっちり

と入ってくるように目を光らせていただ

きたいと思います。ですので、引き続き適

正な課税事務や徴収事務をしっかり行い、

将来の見通しをきっちり持って行政運営

に携わっていただきたいと思います。要望

です。 

 最後に、消防のほうはもう一回、質問を

させていただきたいんですけど、本当にい

い取り組みだと思います。職員が１０名増

員されて、救急の専任隊が２隊体制になる、

これは本当に市民の安心・安全、特に命に

かかわるという部分に関しては、本当にい

いことだと私は思います。だからといって、

今、消防といえども命にかかわることに聖

域はないと思います。そんなに命にかかわ

ることだからとお金が使えることではな

いと思います。 

 そこで、摂津市は吹田市と指令業務をし

ております。今、この指令センターとか共

通でやられていると思いますけど、救急だ

けではなくて消防行政全般で、今後、吹田

市との共同運用を一歩前に進めるのか、ど

う考えているのか、最後もう一回、答弁い

ただけますでしょうか。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 明原消防長。 

○明原消防長 消防業務の広域連携、また

将来的な広域化というご質問でございま

すけども、ご存じのように、吹田市とは平

成２８年から指令業務を共同運用しまし

て、ある一定の成果をおさめております。 

 当時の共同運用の大きなメリットとい

たしましては、機器の購入に当たって、非

常に交付金の獲得をできたとかいうこと

でメリットがありましたけども、全国的に

見ても消防広域行政へもっていくときに、

指令台の非常に大きな金額のかかる設備

の購入というのが大きな障害になってい

るということも聞き及んでおりました。そ

ういう意味では、現在、摂津市と吹田市と

広域の指令共同運用をやっていけている

ということは、一つの大きなステップに進

んだかなとは感じております。 

 ですから今後、しっかりと両市にとりま

してメリットのある広域連携、これは摂津

市だけがメリットを求めていってもなし

得ることではないと思いますので、しっか

りと両市にとってのどういう形がメリッ

トになるかというのを研究しながら、我々

は吹田市消防本部と一緒により大きなス

ケールメリットが生かせるような形で業
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務運用をしてまいって、摂津市民の方の安

全・安心をしっかり守っていくという心意

気でおります。 

 広域化の手法については、いろいろある

と思います。一般的には、一部事務組合と

か委託という消防広域化がありますけど

も、まずは水平的な連携を積みまして、今

後、そういう形の広域消防に結びつけられ

るような業務連携をやっていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 中川委員。 

○中川嘉彦委員 ありがとうございます。 

 最後、消防のほうには要望ですけれども、

今、摂津市は他市と広域連携を進めようと

しております。先ほどの救急車を２隊体制

にする、それも一つの摂津市民の安心・安

全が守られることだと思いますけども、摂

津市は吹田市だけでなく、ほかの自治体と

も接しており、茨木市も高槻市も東淀川区

もあります。 

 これは要望ですけども、きっちりとその

辺、鳥飼上でしたら高槻市と隣り合わせで

す。ですので、救急車が高槻市のどこにあ

るか、消防本部なり出張所かはわかりませ

んけど、ほかの団体ともきっちりとこれか

らも連携していただき、最大限に広域なり

のメリットを生かしていただきたいとい

うことを要望しておきます。 

 以上で質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 次に質問ある方、おら

れますか。 

 野口委員。 

○野口博委員 そうしましたら、幾つか質

問させていただきます。 

 先日、本会議では基本的な問題について

議論させていただきましたので、少し細か

い問題も含めて、若干整理をしながら質問

に入りたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

 最初に、今議論された国の税制改正上、

地方消費税の清算基準が今回見直しされ

て摂津市として減りましたと。法人市民税

も、実効税率が平成３１年１０月には８．

４％に下がるとかを含めまして、あわせて

摂津市が交付団体になったりならなかっ

たりということを含めて、どちらにメリッ

トが多いのかという議論がされましたけ

ども、私としては交付団体になれば何でも

使える、臨時財政対策債が使えますし、一

定そのときの財政状況の中でいろんな施

策との関係も含めて活用できるだろうと

思っておりますけども、そのことについて

ちょっと議論したいと思います。 

 まず初めに、数字的なところです。まず

地方消費税です。今少し言われました。今

回、国の税制上の負担割合が変わりまして、

お話のあったような形で、人口が多いとこ

ろはそれが回ってくるということがあり

ます。 

 結果、東京都が１，０６０億円の減、大

阪市でも１３０億円の減になると試算さ

れています。大阪市のほうではいろんな議

論になっているみたいでありますけども、

本来、地方自治体の現場から見た場合に、

今回の消費税の考え方が妥当なのかどう

か、見解をまず教えていただきたいと思っ

ております。 

 それと市税全体について、お話がありま

したように、市税全体で今年度１７６億３，

８６０万円となっております。決算では、

平成２８年度が当初１７２億９，０００万

円に対して１８６億９，０００万円という

ことで、１４億円程度ふえているわけです。 

 今回、補正で法人市民税が４億５，００

０万円ふえましたので、それを含めて、先
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ほどお話があったかもわかりませんけど

も、平成２９年度決算見込みで、市税全体

として平成２９年度は１７４億７，６７０

万円で計上していますけれども、実際、見

込みとして市税全体がどうなるのか、示し

ていただきたいと思います。これが一つで

す。 

 もう一つは、今回、補正予算で基金を大

分取り崩したのを戻しております。その関

係で、当初は平成２９年度見込みでは、平

成２８年の決算で１４３億円の基金が１

２０億円になりますよと。お話にありまし

たように、平成３０年度見込みが１００億

円を割りますよという数字でありました。

この辺が先ほどお話にありましたけども、

実際どう見込んでいるのか、数字もちょっ

と示していただきたいということと、交付

税の関係でいろいろ判断は難しいと思い

ますけども、平成３０年度、たばこ税が今

のところないわけでありますので、いろん

な税制改正があったとしても、交付団体に

なるのかどうかというその辺の見込みに

ついて、現時点でお考えをお示しいただき

たい。 

 あわせて基金について、今、国のほうで

いろんなことが言われています。平成１８

年度から平成２８年度の１０年間で、地方

自治体全体の基金が７兆９，０００億円ふ

えたということに関連して、いろいろ国が

言っているわけであります。 

 総務省自治財政局が各都道府県等へ「平

成３０年度の地方財政の見通し・予算編成

上の留意事項等について」という通知を出

しておりますが、その一部をちょっと読み

ますと、「地方公共団体の基金については、

その規模や管理などについて十分検討を

行った上で、それぞれの基金の設置の趣旨

に即して、確実かつ効率的な運用を行いつ

つ、優先的に取り組むべき事業への活用を

図るなど、適正な管理・運営に努められた

いこと」としています。このように地方自

治体の状況についてものを言っているわ

けでありますけども、この辺の関係で何か

あればちょっと教えていただきたい。 

 次に、財産についてです。 

 先ほど議論されました。数字的なことは

いいんですけども、旧別府公民館の売却５，

０００万円というところであります。平米

数が７４０平米ですので、単純に割ります

と６万７，０００円なんです。先ほど９万

７，８０４円とおっしゃいましたけど、い

わゆる解体費用が引かれて６万７，５６７

円に計算上なるんかなと思いますけども、

その辺の建物も含めた考え方について教

えていただきたいのと、あわせていろいろ

市の財産でありますので、処分をどうする

かという問題については、地元からもいろ

んなご意見もあろうかと思います。 

 今回、当初時点では行政側としては売却

するんだという方針を固めて、その費用が

計上されておりますけども、地元から平成

２８年７月２５日付で要望書が提出され

ました。旧別府公民館は当面は売却しない

で、別府地区の防災資材置き場として確保

したいという話、これら含めて４点の項目

が要望書で出たと思っています。 

 その関係をお尋ねしますけども、市民の

財産であります。しかし、行政側としては

財政上のいろんな考え方もありますので、

その辺の地元と行政の考え方を含めて、い

ろんな議論をしながら結論を出していく

ことが大事だと思っています。そういう関

係から、旧別府公民館の売却、残してほし

い問題等々について、どういう議論がなさ

れてきたのか、この際お聞かせいただきた

いと思います。 
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 次に、国が財政諮問会議の中で、１年後

には窓口業務に対してトップランナー方

式を検討するんだという話をさせていた

だきました。その関係で、市としては２年

前、二つほどこの関係で予算組みしており

ましたけども、地方自治体からすればなか

なか使いにくいこのトップランナー方式

について、今、摂津市の現場でどう受けと

められて、どうしているのかというのがわ

かれば教えていただきたい。 

 それと、これも本会議でマイナンバー記

載問題を申し上げました。しっかりと発言

する自治体でありたいという答弁であり

ましたので、なかなかこの問題について去

年は大分議論しましたけども、総務省は特

別徴収税額の通知書に対して、当面は記載

しなくても構わないという方針転換につ

いて。国の方針だからマイナンバーを通知

するんだというこの本市がとってきた対

応について、担当としてどう整理するのか

お尋ねしておきたいと思います。当然、当

時の担当は変わっておりますけども、その

点大変申しわけないですけども、ご答弁い

ただきたいと思います。 

 小規模修繕と登録制度についてです。 

 資料をいただきました。本市は平成１９

年度からこの制度が発足いたしまして１

０年たちました。１０年間で発注額につい

て約８倍、業者数も倍近くになっておりま

す。その都度いろんな改善提案もさせてい

ただいて今日に至っておりますけども、こ

の入札資格のない小規模の事業所がこう

いう金額、いろんな業種で仕事をしていた

だいておりますけども、貴重な制度であり

ますので、１０年たちますが改善点につい

て行政はどう考えているのか、この際、教

えていただきたいと思います。 

 次に、土木関係です。 

 予算書３９ページの土木費国庫補助金

に、道路維持費関係と交通安全対策に関す

る国の支出金が示されています。一方、予

算概要では、８５ページに事業費が財源内

訳も含めて計上されています。一度金額的

な議論をしながら、この間、大分予算もふ

やして取り組んでいただいた生活道路問

題、安全対策問題について少し議論をした

いと思っております。 

 計算してみましたが、道路維持費と交通

安全対策費で、概要の８４ページから８７

ページを拾ったわけでありますけども、市

内環境維持事業に国庫支出金７２０万円、

駅前広場施設管理事業に一般財源で５０

０万円となっています。 

 総額で事業費は４億９，４００万円かか

ります。その中の道路補修事業で国府支出

金が７，８１０万円とか、橋梁長寿命化修

繕事業で４，４００万円とか、千里丘三島

線道路改良事業の関係で４，０４９万円と

かを含めて、国と府で、１億６，９７９万

円です。起債を７，７６０万円しておりま

す。基金からは１億２，０００万円ほどと

なっています。単費で１億２，０００万円

入れて４億９，０００万円の予算を組んで、

平成３０年度道路維持関係と交通安全対

策に取り組もうとしております。 

 これまで、いろいろ歩道の段差問題とか

生活道路整備の問題について議論をして

きました。数年前から財政状況もあります

ので、大分予算もふやしていただいて取り

組んできております。前回もいろいろ申し

上げましたけども、香露園だとか摂津市駅

前周辺だけでも生活道路は穴ぼこも多い

ですし、なかなか大変な状態がずっとあり

ます。 

 市内全体もそうだと思いますけども、歩

道の段差解消問題と生活道路の安全対策
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問題について、もう少し予算をふやしてで

きないものかというのが一つあります。そ

ういう点で、先ほど事業費関係全体の総額

を言いましたけども、こういう事業費の状

態ですけど、今後こういう課題についてど

う見ているのか、担当としてご意見をいた

だきたい。 

 具体的な問題で、千里丘三島線の問題で

あります。先ほども議論されました。今回

ようやく一部買収もできるようで、あとは

ＪＲ千里丘駅南交差点のビルの問題がど

うなるのかということでいろいろ交渉に

入っていくだろうと思っておりますけど

も、三島幼稚園の信号までの間、いろんな

権利者がいらっしゃいます。それぞれいろ

んな家庭の事情を抱えております。 

 途中経過については職員も来ていただ

いて説明もいただきながら、要望も聞いて

いただいて、この間来ているわけでありま

すけども、順番も市としてありますし、財

政事情もあるかと思いますけども、交差点

の角のビルだけではなくて全体を見てい

ただいて、一度現時点で摂津の財政事情も

言って、意思を確認していただいて、一番

問題なのは交差点の角のビルだと思いま

すけども、一度関係者のご意見を聞いてい

ただいて、順番と財政事情を含めて、今考

えておられる方向の見直しも含めて、どう

いうお考えなのかというのが二つ目の問

題であります。 

 この前、毎日放送のＶＯＩＣＥで報道さ

れた市場池公園の信号問題は、この前通り

ましたらもう直っていました。あの問題が

改善されましたが、摂津市がまだ北摂７市

では一番事故の多いまちという数字があ

ります。その関係で、最近、行政が持って

いる危険箇所とか改善を要する問題など

について、どういう認識であって、どうい

う取り組みをしようとしているのか、そう

いう問題について、お答えいただきたいと

思います。 

 市立集会所の管理の問題であります。５

０か所の集会所があります。だんだん高齢

化に向かう中で、施設全体の老朽化もあり

ますけども、洋式トイレを設置してほしい

ということで、この間、いろいろ地元から

のご意向もあって大分進んでいると思い

ます。もう全部済んだのかどうかを含めて、

その進捗状況についてお尋ねしておきま

す。 

 次に、予算概要１９ページに旧味舌小学

校解体等工事にかかる金額が示されてい

ます。 

 先日少し申し上げましたけども、きょう

の議論にはならないかもわかりませんが、

ちょっとこの所管がわからないんですが、

１つはですね、これから建築基準法第４８

条第４項の関係できちっとやり方も頭に

入れて進めていくだろうと思いますけど

も、以前三宅小学校の体育館問題とかです

ね、いろいろ失敗もしてきましたので、今

度はちゃんとしていただきたいと思うん

ですけども、具体的にこの建築基準法第４

８条第４項の関係でどういう流れで進む

ことになるのかですね、若干説明していた

だきたいと思います。 

 それと、次、予算概要３１ページに徴税

費関係が計上されています。これまでも滞

納整理について、いろいろご意見申し上げ

てきました。 

 いろんな取り組みの中で改善もされて

きましたけども、最近のこの滞納整理につ

いての特徴といいますか、改善しているの

かどうか含めてですね、この際、お聞かせ

をいただきたいと思います。 

 次に、予算概要８３ページに自転車自動
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車駐車場管理事業など、いろいろ自転車、

自動車の駐車場の関連の予算が計上され

ております。 

 今後の問題として、自転車駐輪場の状況

についてですね、ふえる方向になるだろう

と思いますけども、先日、千里丘東４丁目

のグランドハイツの東側に１００台ほど

ふやしていただきましたけども、全体とし

てこの問題について、今後の計画をどう見

ているのかが１つ。 

 それとフォルテ摂津の自動車駐車場で

すね、２１０台ありますけども、この辺の

稼働状況で、利用者数が少ないと思ってお

りますけども、最近の状況について、ちょ

っと教えていただきたいと思います。 

 それとですね、予算概要８２ページに公

共交通整備事業で２０万円というのが計

上されていますけども、これに関連ではあ

りませんけども、市内循環バス路線一覧表

というのがあるんですね。これまで今回の

見直し改善含めて、いろいろ評価できると

ころはありますけども、摂津市は近隣市と

比べて狭い市域でありますけども、それで

も超高齢社会へ向かっていきますので、交

通不便地域はどこにあるのかという切り

口で見た場合ですね、いろんな考えがある

と思います。 

 千里丘新町の明和池公園沿いに大きな

道ができましたけども、ここは何も通って

ないと。以前からいろんなご意見がありま

したけども、こういう問題とか、鳥飼本町

２丁目とかですね、鳥飼下１丁目ですけど

も、大きな道路にはバスが通っていますけ

ども、中の道に入ると全然通ってないとい

う問題があります。市内全体の交通不便地

域についてお考えだけ聞いておきたいと

思います。 

 次に、予算概要３８ページの統計調査の

問題であります。 

 いろんな統計がありまして、統計はいつ

も参考にさせていただいて勉強させてい

ただいておりますけども、一度ですね、市

民の暮らしがどうなのかと。いろんな切り

口がありますので、市内の産業構造だとか、

人口の分布だとかですね、いろんなことか

らこの数字を活用しながら議論させてい

ただいておりますが、この間、委員会とし

ても、この自治体独自でシンクタンクを持

ってですね、いわゆる政策面できちっとい

ろんな分析を行って提案すると。いろんな

施策に反映していくという取り組みをや

っているところ二、三回行政視察もさせて

いただいております。  

 そういうことをイメージしながらの質

問でありますけども、政策推進課とも協議

していただきながら、この統計の中で市民

の暮らしはどうなのかというまとめ方を

一度やってほしいということなんです。 

 一度ご答弁いただきたいと思います。 

 消防本部の問題です。先ほどいろいろ議

論されました。大分細かいことについては

理解できましたので、今回は１０名ふやそ

うとされています。なかなかこれまで定数

ふやせないものかという議論も過去何回

もしていただきながら、なかなかそうなり

ませんでした。 

 今回１０名、救急業務を中心にしてふや

していくということになりますけども、そ

ういう見直しの変化の中で、いろいろこの

救急業務がすごく変わってきたんだとい

う感じもしておりますけども、定数まで変

えてですね、消防車も定期的に更新して進

めていくということに変わってきていま

すので、そういう中から、事務報告書にい

ろいろ数字が出ておりますけども、最近の

消防本部としてのこの仕事の中心点とい
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いますか、消火活動でなくて、救急業務が

たくさん多いということもおっしゃって

いますけども、一度この数年前に比べて消

防本部そのものの仕事の流れも含めてど

う変わってきているのかと。その辺が今回

提案されているその１０名の定数増につ

ながるとかですね、議論されている広域化

の問題もあろうかと思いますけども、最近

のその消防本部としての仕事の変わり方

と今後のこの方向づけについてですね、ち

ょっと意見をいただければと思います。 

 最後に、予算概要８６ページに排水路ポ

ンプ場管理事業で２億２，１２１万９，０

００円が計上されておりますが、大きなポ

ンプ場以外にもいろんなポンプ場があり

ますけども、洪水によっていわゆる排水機

能を持つべき仕事をしていただくポンプ

場のこのポンプの機能そのものが埋まっ

てですね、機能を果たせないという問題に

ついて議論したことあります。 

 いろいろ国の想定内容も変わってきて

おりますけども、そういう機能を果たすべ

き市内の幾つかのポンプ場のポンプ施設

が、実際そういう災害時に機能を果たせる

ほうに今動いているのかという問題につ

いて、ちょっと状況だけ教えていただきた

いと。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、まず１番目、

地方消費税のご質問についてお答えいた

します。 

 地方消費税について、平成９年度に清算

基準が導入されて以降ですね、２０年間経

過し、さまざまな社会経済情勢の変化、そ

れから統計制度の変化等を踏まえて、今回、

国のほうで清算基準が見直しされること

となりました。 

 清算基準については、先ほども申し上げ

ましたように、都道府県の配分、これに係

る分ではございますけれども、当然、大阪

府の配分額が減りますと、本市に配分され

る額もそれに伴って減るということがご

ざいますので、この議論が始まって以降、

大分注視してきたところでございます。 

 今回の改正につきましては、国のほうで

は、より適切に最終消費地に帰属させるた

めの抜本的な見直しということで、大型百

貨店での販売額でありますとか、家電大型

専門店、ここでの販売額、これについては

販売した住所地以外で消費されているこ

とが多いであろうということで、この清算

基準の中から項目としては外したという

ところで、一定、理屈としては合っている

のかなと。ただ、残念ながら、大阪府全体

としては、この見直しによって地方消費税

の額が減ってしまうということについて

は大変残念といいますか、そういう思いで

あります。 

 今回のこの見直しについてはですね、地

方消費税５％から８％に上がった経緯、こ

れについては社会保障経費、これが増大す

る部分に対応するためということで消費

税が増税となった経緯もございますので、

そういった社会保障経費、増大する社会保

障経費に対応する額として減ってしまう

ことについては大変残念ではあります。 

 今回のこの減った分をどう捉えていく

のか、平成３０年度の決算額も見ながらで

すね、扶助費の見直し、第５次行革で残っ

ている部分もございますけれども、そうい

ったところも少しこの消費税の減少と合

わせて考えていく必要も出てくるかなと

思っているところでございます。 

以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本次長。 
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○橋本総務部次長 それでは、平成２９年

度の市税見込みの関係につきまして、私の

ほうからご答弁させていただきます。 

 平成２９年度におきましては、今回の補

正予算におきまして、法人市民税４億５，

０００万円の増、市たばこ税３，０００万

円の減額をいたしまして、予算現額１７８

億９，６７０万円としております。 

 ただ、この補正以降、未確定の数字等も

含めまして今年度の市税見込額といたし

ましては、１８２億８，０００万円を見込

んでおります。 

 その内訳といたしましては、市民税の２

億円弱、固定資産税関係の１億５，０００

万円を今後の増収見込みといたしており

ます。 

 合わせまして、平成２８年度におきまし

ては、先ほど決算で大きな差額があると言

われましたけれども、市たばこ税の増収の

分が非常に寄与した年度であったことは

ご確認していただいていることと思いま

す。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 次に、基金の件に関す

る質問にお答えいたします。 

 今後基金をどう見込んでいるのかとい

うところでございますけれども、基金、委

員からもお話ありましたように、平成２９

年度末見込みでは、予算上ではありますけ

れども、約１２０億円、平成３０年度の予

算見込みでは９７億円と、１００億円を切

る状況になってございます。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたが、あ

くまで予算に計上した段階でのこの金額

になっておりますので、ある程度執行して

いく中で、経費の節減の努力を各課でして

いただいて、ある程度の不用額が戻ってく

ると思っておりますので、平成３０年度の

見込みとしては、１００億円を切ることは

ないのかなと思っているところでござい

ます。 

 ただ、予算計上した繰入額、これが平成

２９年度、平成３０年度ともに全額戻って

くるかというと、全額戻ってくるのは厳し

いのではないのかなと。 

 平成２８年度も取り崩しを行いました

けれども、ある程度の基金の取り崩しがな

いと、黒字の確保ができない、こういう傾

向がしばらく続いてしまうのかなとも思

っております。 

 それから、その中で、交付税、これが交

付なのか不交付なのかというお話ですけ

れども、平成３０年度当初予算では、普通

交付税の計上は見送りさせていただきま

した。 

 地方財政計画の規模としては０．３％程

度増、一般財源の総額としても０．１％増

ということで総務省のほうでも一般財源

の総額は確保いただいたところですけれ

ども、地方交付税自身はですね、２．０％

の減となっていること、それから代表質問

の中でも答弁がございましたけれども、や

はり法人市民税の算定方法が最終的にち

ょっとどうなるのかわからないと。 

 毎年このあたりで総務省のほうも交付

税の総額に合わせつけているという傾向

もございますし、あと、補正係数等も最終

どうなるのかわからないということで当

初予算の計上を見送った経過がございま

す。 

 それ以降ですね、新たな情報がないこと

から、現在のところ、まだ交付、不交付、

不透明なところかなと思っております。 

 この関係で、国から去年の７月に、基金

の状況、この調査がございました。 
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 これはですね、総務省から照会が来て回

答をし、全国的な集計をしたものですけれ

ども、そもそもの発端といたしましては、

総務省と財務省が地方財政対策の折衝を

する中で、やはり財務省としても、交付税

の総額を縮減していきたいと、国税の一定

割合を普通交付税の原資としているわけ

ですけれども、ここ数年、その法定率分で

は交付税が賄えない状況であり、国のほう

もそれに加算して交付税総額を確保して

いる状況の中で、財務省としては、交付税

総額を削減することによって国の歳出を

減らしたいという思いがあり、財務省のほ

うで地方公共団体が交付税をもらいなが

ら基金をため込んでいるという見方をし、

それに対して総務省が反論と言いますか、

実情としてはそうではないんだというこ

とを調べるためにこの７月に調査したも

のでございます。 

 全国的なこの回答の状況、大まかなもの

としましては、やはり多くの団体が今後の

社会保障経費の増大に備えて基金を積ん

でいる。それから公共施設の老朽化ですね、

これに対応する金額が今後多大になって

くると。そういった今後のことを見据えて

基金を積み立てているという回答が多く

ございまして、総務省もそれをもとに財務

省に対して、こういった状況があり、交付

税を基金の積み立てに回しているんでは

ないんだと、基金を積み立てるのは、ちゃ

んとそういった理由があるんだと説明を

していただいたことによって財務省も一

定の理解を示していただいたと。それによ

って地方財政計画の中で一般財源の総額

としては０．１％増、昨年度並みの総額を

確保していただけたということになって

おります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、旧

別府公民館の売却に係ります、まず建物の

解体も含めた考え方についてお答えいた

します。 

 今回、旧別府公民館の土地売却の算定で

ございますけども、これにつきましては、

固定資産評価額とまた不動産鑑定士の意

見も参考に見積もったところでありまし

て、先ほど香川委員のところで１平米当た

り９万７，８００円という部分に対し安全

率の補正係数０．８を掛けております。 

 ７４０平米に対しまして、９万７，８０

０円、さらに０．８の安全率を見まして、

約５,７９０万円を見込んでおるところで

ございます。 

 購入者が建物取り壊しを前提とする場

合ですね、この分の解体費も見ております。 

 これにつきましても、不動産鑑定士の参

考意見をもとに４３８．０９平米に対しま

して、平米当たり約２万円を、見越しまし

て、解体費用約８８０万円を見ております。 

 この差し引きですね、概算になるんです

けども、約５，０００万円というところで

土地売払収入を計上しているところでご

ざいます。  

 基本的には、建物付で売却する方針には

変わりませんけれども、公募の際に、条件

設定につきましては、これから庁内で議論

してまいりますけれども、建物解体を条件

にすることも募集要件に付与することも

可能性として考えられますことから、鑑定

士の意見を参考に、解体費用も含めまして、

最低限の歳入を５，０００万円と見込んで

ものでございます。 

 続きまして、旧別府公民館の解体に当た

りまして、地元との協議というお話でござ

いますけれども、地元連合自治会からです
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ね、売却せずに備蓄倉庫として残してほし

いといった内容の要望が市へ出されたこ

とについては承知いたしておりますけれ

ども、昨年の別府連合自治会と市長との懇

談会におきましても、備蓄倉庫として活用

する方針はなく、当初予定どおり売却をす

ると明言をいたしております。 

 それとまた、別府コミュニティセンター

の建設のワークショップの折にもですね、

旧別府公民館の跡地につきましては、別府

コミュニティセンターの建設費用の原資

に充てると本市の方針を地元住民にも説

明を行っているものと認識いたしており

ますので、当初の方針どおり、売却いたし

てまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、トップラン

ナー方式に関するご質問にお答えいたし

ます。 

 トップランナー方式、歳出の効率化に向

けた業務改善で、他団体のモデルとなるよ

うなものを地方交付税の基準財政需要額

の算定に反映する取り組みとして、いわゆ

るトップランナー方式と言われておりま

すけれども、平成３０年度については、新

たにこのトップランナー方式を導入の対

象とする業務としてはなく、来年度ですね、

平成３１年度は委員もおっしゃっておら

れますように、窓口業務について導入を検

討していくという通知がございました。 

 地方分権一括法が成立して以降ですね、

地方の自主・自律的な取り組み、こういっ

たものが大分重視されてくるようになり

ました。 

 交付税もですね、もともと交付税、財源

調整や財源保障の意味もございますけれ

ども、総務省が考える地方公共団体、こう

あってほしいという思いも込められてい

るのかなと、そういった思いが近年ちょっ

と多くなってきているような状況です。 

 例えば、行革努力に対する取り組み、こ

ういったものを基準財政需要額に反映し

たり、今回のこのトップランナー方式を用

いて基準財政需要額の積み上げを少し減

らすとか、そういったことが行われており

ます。 

 いずれにいたしましても、その自主・自

律的な取り組みをしていく地方公共団体

については、国のほうも財政措置とまでは

言いませんけれども、いろんな助言、それ

から人の派遣でありますとか、そういった

ところはお手伝いするけれども、そういっ

たみずからの努力が足りないところには

それなりの対応をするということが近年

色濃くなってきているなと感じておると

ころです。 

 そのためですね、全庁的にいろんな取り

組み、行革項目もそうですけれども、先ほ

ど申し上げましたような総合戦略の取り

組み、こういった自主・自律的な取り組み、

こういったものを引き続きしっかりと取

り組んでいく必要があるというふうに考

えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 橋本次長。 

○橋本総務部次長 それでは、住民税の特

別徴収税額通知書へのマイナンバー記載

につきまして、私のほうからご答弁させて

いただきます。 

 住民税の特別徴収税額通知書へのマイ

ナンバー記載につきまして、昨年５月、本

市におきましては、個人番号１２ケタを記

載した税額通知書を発送いたしました。 

 しかし、平成３０年１月１日、地方税法

施行規則の一部改正が行われまして、書面
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により送付する住民税特別徴収税額通知

書へのマイナンバー記載につきましては、

当面記載しないこととする改正が行われ

ました。過日の１２月に行われた一般質問

等でもお答えしておりますが、本市におき

ましても、この方向に沿って、今年度対応

するというお答えをさせていただいたと

ころでございます。 

 振り返りまして、昨年の５月、住民税特

別徴収税額通知を発送いたしまして、各種

団体からの要望等も私のほうも直接お受

けいたしました。 

 その中で、要望等は聞き取っております

が、一方で税行政の推進の中で、それぞれ

の責任を果たすことも求められておると

認識しております。 

 また、今回の突然の改正でございますが、

国会での議論も承知しております。 

それらを踏まえて突然の改正と受けとめ

ておるんですが、今後また何らかの手法が

求められることとなろうかと思います。し

っかり検討して対応していきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、小規模登録

業者についてのご質問にお答えいたしま

す。 

 小規模登録業者、平成１９年度から取り

組みまして、対象の額を３０万円未満とし

てスタートしたところですけれども、平成

２１年度におおむね６０万円未満、それか

ら平成２４年度におおむね９０万円未満

の工事を対象としているところです。 

 これにつきましては、指名登録業者以外

の小規模な業者が受注機会を確保できる

ようにということでこの制度を始めたも

のですけれども、対象額を引き上げること

については、登録業者との兼ね合いがござ

いますので、少し難しいところもございま

すが、それ以外の改善点につきましては、

平成２９年度の受注状況、これを踏まえま

して検討をしていく必要があるのかなと

考えておりますけれども、やはり、業者へ

のこの制度の周知、それから市職員に対す

る制度の周知徹底、これが一番重要になっ

てくるかと思いますので、これについては、

昨年も懇談会、事業者と市職員による懇談

会を開催いたしましたので、それについて

は引き続き開催してまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 そうしましたら、私

のほうから土木費国庫補助金の中で、生活

道路や歩道の段差解消に向けての舗装に

関する内容、それと取り組みについてのこ

とかと思いますが、これについてお答えさ

せていただきます。 

 平成３０年度は、道路補修事業の、道路

維持工事１億７，０００万円のうち、現在

想定している補修内容が補助対象外にな

るものを除いた１億４，２００万円、これ

について、その補助率１０分の５．５を乗

じた７，８１０万円を道路舗装の交付金と

して計上しております。 

 平成３０年度道路補修工事の内容とい

たしましては、市内１５路線、約２．５キ

ロメートルの舗装打ちかえ工事を予定し

ております。その中で、施工延長は前年度

とほぼ同じですが、施工箇所が、新在家鳥

飼上線を初め、市内の幹線、準幹線道路や

旧鳥飼区画整理地区内等の道路の割合が

多くなっております。これらの路線は、幅

員が広く、面積といたしましても、平成２

９年度と比較いたしまして約２，０００平
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米ほどふえております。 

 こういったことから、平成３０年度にお

きましては、２，８００万円の増額計上と

なっております。 

 この中で、生活道路におきましては、ま

た舗装の状況を見ながら柔軟に対応でき

ることから、道路維持事業の修繕料も活用

しながら、生活道路の舗装、または歩道の

舗装に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、私のほう

からは、千里丘三島線道路改良事業の進捗

について、お答えさせていただきます。 

 千里丘三島線につきましては、ＪＲ千里

丘駅南交差点から三島幼稚園までの信号

から信号までの間、約１６５メートル程度

だったと思いますが、それについて東側部

分を順次進めているところでございます。

やはり、事業の予算だとか、あるいは交渉

する相手との人数の分だとかを考えます

と、財政的な平準化だとか、職員のマンパ

ワーなどによって、計画的に進めていきた

いと考えております。 

 その中で、まずは交差点における歩行者

だまり、それと右折レーンの確保、これが

とても重要になってこようかと思います。

そのため、計画としては、交差点から用地

買収に入っている次第でございまして、そ

れから順次、三島幼稚園のほうへ進めてい

きたいと考えております。 

 次に、市場池の例を出された分で、危険

箇所の改善、取り組みについてだったかと

思いますが、これにつきましては、まず交

差点につきましては、所轄警察署とも協議

して、歩行者の安全だとか、車両の円滑な

交通を目指して、信号サイクルの調整など

を実施しております。また、道路交通課と

しましては、危険を予測するような啓発看

板等を設置するなどして、危険箇所の改善、

要望、その辺に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、市

立集会所のトイレの洋式化の進捗状況で

ございますが、時間を要しましたけれども、

平成２９年度、５０か所全ての集会所にお

きまして洋式化がなされたところでござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 旧味舌小学校跡地にか

かわります体育館の建設計画、その中で、

建築基準法の取り扱いという形のお問い

であったかと思います。 

 建築基準法第４８条第４項、これの許可

の権限がございますのは特定行政庁の大

阪府でございます。 

 この旧味舌小学校がございますところ

の用途地域でございますが、第二種中高層

住居専用地域と位置づけられているとこ

ろでございます。 

 こちらのほうは、もともとあった学校の

用途であれば、何ら支障はなかったところ

でございますが、体育館単体になりますと、

運動施設ということで、単体ではこちらの

用途地域では建てられない建築用途とい

う位置づけがございます。 

 ただ、このもともとあった体育館用途を

含めて、この建築基準法第４８条第４項の

ただし書きの許可という手続が大阪府の

ほうにございます。これによりまして、建

てられない用途につきまして、一定この行

政手続を経る中で、建てようとするのが、
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先ほど委員おっしゃっている内容かとは

思うんですが、まず、公聴会という形で、

地元に対して、建てようとしている建築物

についての機能であったりだとか規模、そ

れと、周辺の住環境、居住環境を大事にす

るという位置づけの用途地域でございま

すので、居住環境に悪影響がないのかどう

なのか、交通騒音、それから周辺への光の

影響であったりだとか、そういうもの、も

ろもろをこの特定行政庁のほうでいろい

ろ審査もなされます。それを経る中で、公

聴会手続、それを経た中で、大阪府のほう

で学識経験者も参加されております建築

審査会と、こちらのほうの中で、一定手続

を経た中で、許可が出された場合について

のみ建築ができるとされております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 早川課長。 

○早川納税課長 それでは、私のほうから、

徴税費関係についてお答えさせていただ

きます。 

 最近の滞納整理について改善はされて

いるかということでございますが、従来ど

おりの対応をさせていただいて、改善は行

っておりません。 

 税金が未納の方につきましては、督促、

催告を送らせていただき、納付をお願いし

ております。また、コールセンターにより

ます納付勧奨も電話にてお願いしており

ます。そのほかにも、職員によります夜間

の電話での納付勧奨や相談、毎月第４土曜

日に行っております納付相談等を行い、納

付をお願いしております。 

 しかしながら、こういった取り組みを行

っていても、一向にご連絡をいただけない

方や約束を守っていただけない方、あるい

は、資産、財産をお持ちであるにもかかわ

らず、お支払いに応じていただけない方な

どにおきましては、国税徴収法、あるいは

地方税法に基づきまして、差し押さえの処

分を行っております。 

 しかし、個人の住民税は前年の所得に対

して課されますので、相談者の現在の生活

状況を聞き取り、調査結果なども含め、全

て判断させていただいて対応をさせてい

ただいております。その中で、その納税義

務者の状況に応じて、分割納付の提案や、

納税することによって生活が立ち行かな

い状況の方については、執行停止というこ

とも行っております。 

 今後も、公平、公正な徴収の実現のため

に、基本的人権を遵守し、人権を尊重しつ

つ、法律を遵守し、徴収を行ってまいりま

すので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、フォルテ

摂津の管理委託料についてのご質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、自転車駐車場の問題についてでご

ざいますが、境川の右岸側に、これは大阪

府の河川敷になるんですが、１１０台の自

転車駐輪場を設けさせていただきました。

なかなか大阪府のほうからは、許可をとる

のに大変な内容でございましたが、何とか

設置させていただいた次第でございます。 

 今後につきましては、特に自転車の整備

計画の予定はございません。 

 次に、フォルテ摂津の自動車駐車場の稼

働状況についてのお問いでございますが、

使用料の推移から見ますと、年々減少して

いるような状況であります。ただ、周辺に

は民間の自動車駐車場がふえてきている

ということと、利用がしやすいのか、その

辺は利用者のほうの判断になってくるん

ですが、そういったこともあるのと、あと、
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上限価格の設定です。これがどうしても、

やっぱり民間のほうが安いということで、

そちらに流れていくのかなということで、

利用状況は減少傾向にあるという状況で

ございます。 

 続きまして、公共交通整備に関してでご

ざいますが、委員がお持ちの市内の道路交

通網の一覧表でございますが、これが民間

の路線バスと市が補助している市内循環

バス、あるいは公共施設巡回バスを全部入

れている表になっているものだと思いま

すが、この全体の路線網から、駅を半径に

した１キロ、バス停を半径にした５００メ

ートルという駅勢圏から考えますと、市内

にはほとんど交通の空白地はないような

状況です。 

 それぞれの地域には、道が狭いためバス

が入っていくことはできないとこえおも

ありますが、公共交通としては、今のとこ

ろ、これが精いっぱいなのかなという感じ

はしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、私のほう

から、情報政策課所管にかかわりますご質

問にお答えさせていただきます。 

 本市の統計要覧におきまして、市民の指

標として掲載いたしております内容が、統

計から見た市民の暮らしの一部を、ここか

らご覧いただけるかと思っております。 

 人口にかかわることといたしまして、１

世帯当たり２．１５人、出生が１日２．９

人、転入が１日１１．６人、転出が１日１

２．２人であることですとか、あと、消防

に関することとして、火災発生件数が２０．

３日に１件、救急車出動件数が１日に１２．

８件、また、上下水道や産業に関すること

等を載せております。 

 委員がおっしゃっておられるのは、こう

いったデータも含めて、本市の市民の暮ら

しを分析し、取りまとめることはできない

かということだと理解いたしております。 

 他市におきましても同様に、市民の指標

を公開しております。他市との比較や、現

行の基幹統計調査結果等におきまして、市

民の暮らしにかかわる調査データについ

て、今後、データ収集等も行ってまいりた

いと考えております。 

 また、各課が所有するデータ等もござい

ますことから、庁内からも広くデータを収

集してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 林課長。 

○林警防第２課長 消防に関するご質問

にご答弁いたします。 

 平成２９年中の出動件数は、火災が２７

件、救急が４，８６３件、救助が５５件、

警戒が４３２件でございました。 

 火災については、昨年は増加しましたが、

おおよそ２０件前後で推移しており、また、

ぼやや部分焼といった小規模な災害が増

加しています。救急については、年々増加

しており、同時多発的な要素がふえており

ます。救助では、ほぼ同じ水準で推移して

おりますが、建物等による事故が約３分の

１を占めております。警戒は、こちらも例

年どおりの件数で出動しております。 

 キーワードは高齢化ということで、高齢

化によりまして、救急の要請がふえており

ます。あと、救助につきましては、独居老

人宅、こちらにおける安否確認の割合が少

なくありません。 

 消防隊、救助隊につきましては、その出

動業務以外に、消防訓練指導、管内の地水

利調査、こちらの事務がほぼ横ばいの状態

という中で、時間があれば、災害現場の対
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応訓練を行っております。災害出動という

点で考えますと、現時点では救急隊の活動

がメーンとなってきている、そのような状

態になっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 橋本消防署長。 

○橋本消防署長 それでは、消防の広域化

についてご答弁させていただきます。 

 広域化の流れといいますと、平成２７年

４月に摂津市消防本部消防広域化推進本

部を立ち上げまして、その広域化について

の基本方針を定めました。その本部会議の

下部組織といたしまして、消防広域化推進

検討プロジェクトチームを設置し、消防広

域化の諸課題を検討、必要な資料を収集し、

平成２９年２月に消防広域化推進計画検

討資料を作成したところでございます。そ

れを受けまして、同年３月に摂津市消防広

域化推進計画を策定し、関係部局に報告し

たところでございます。 

 しかし、消防広域化については、一長一

短に現実化できるものではなく、長期的な

課題と捉えまして、現在も検討していると

ころでございます。 

 まず、消防広域化の第一歩といたしまし

て、平成２８年４月から吹田市と消防通信

指令業務共同運用を開始いたしまして、持

続可能な消防体制の整備と確立を図りま

した。また、近隣市とは、災害時における

さらなる迅速な初動体制及び連携強化を

図るため、消防相互応援協定を締結し、消

防力の強化を図っているところでござい

ます。 

 専任救急隊の増隊と本市の消防力充実

強化を図りながらも、今後も勉強会等を通

じまして、他市と情報交換を行い、メリッ

ト等を模索しながら、消防広域化について

も研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 野口委員の排水ポ

ンプ場管理、これの機能確保はちゃんとで

きておるのかというお問いに対してご答

弁申し上げます。 

 まず、排水ポンプ場につきましては、委

員がご認識のとおり、市内の雨水排除のた

めのポンプ場でございまして、施設管理は

運転操作、設備の保守点検、それからスク

リーンの夾雑物の除去処分、管理施設の周

辺の除草等の清掃作業など、大雨時に施設

を円滑に可動させるため、専門業者に日常

点検、それから年次点検のほうを発注いた

しております。 

 また、それとは一線を画するのですが、

味舌ポンプ場、水路系施設、これは安威川

公民館の東側にございます。ちょうど大阪

府の流域下水道ポンプ場施設内に設置さ

れておりますことから、大阪府にポンプ場

の操作や設備の日常点検等を委託してい

るところでございます。 

 あと、施設の維持管理についてなんです

けれども、こういった専門業者から、点検

結果に基づいて、緊急性の高い設備から優

先的に修繕をしておりまして、平成３０年

度では、大規模なもので味舌ポンプ場水路

系、これのΦ９００ミリの駆動エンジンの

修繕に１億４，９２６万７，０００円計上

させていただいております。これによって、

味舌ポンプ場のポンプ設備なんですが、３

台ありまして、全て平成３０年度で完成い

たします。これによって、浸水に対する防

除、維持に対して努めているところでござ

います。 

 ちなみに、平成２８年度までには、鳥飼

水路へ排水しております７か所のポンプ

場、これについても更新をしておりまして、
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まだ残すところ数か所ございますけれど

も、整備されて３０年から５０年の設備も

ございますので、しっかりと設備更新に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩いたします。 

（午後３時１６分 休憩） 

（午後３時４３分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 それでは再開いたし

ます。 

 野口委員。 

○野口博委員 ２回目の質問に入ります。 

 最初に消費税問題です。 

 消費税の導入が１９８９年です。課長の

ほうからは、社会保障に云々というそうい

う意味合いのお話をされましたけれども、

ちょっと紹介しますと、２０１７年までの

消費税総額は３４９兆円、しかし、その同

じ期間に法人３税の減税が２８０兆円で

す。多くは社会保障に回らなくて、法人税

減税に回ったんだということは数字的に

明らかであります。当然、その１９８９年

以前の社会保障制度と現在を見たら、例え

ば、保険料は１割が３割になるとか、全然

変わっています。だから、多くはそういう

名目で実施したけれども、中身はそういう

ことなんだということ、実際ちょっと見て

おいていただきたいと思います。 

 その上で、今回、見直しについての考え

方は、従前の消費税の計算、例えば、８％

のうちの１．７％について、従前どおりの

計算でいった場合はどうなるのかという、

金額を参考に教えていただきたいと思い

ます。 

 次、市税全体含めて、財政の平成２９年

度見込みも含めてのことであります。 

 いろいろな市税の見込みは難しいわけ

でありますけれども、いろいろ補正時点で

の、補正７号で財政調整基金が約５億７，

０００万円繰り入れを減らしています。公

共施設整備基金が２，０００万円減らして

います。こういうことだとか、不用額の問

題等々含めて、場合によっては交付団体に

なる可能性もないと言えませんので、大き

く財政は変わる可能性も、現状でははっき

りしないけれども、含まれているという状

況はちょっとわかりますけれども、交付税

に対する考え方です。 

 以前は、交付税そのものは、財政力が弱

いところも含めて、全国地方自治体が均等

に最低の標準的な行政を提供できるよう

に、その必要な財源を手当するということ

で、全て大体借金もしないで賄っていまし

たけれども、途中から地方交付税の国の特

別会計そのものがたくさんの赤字になっ

て、半分だけ今後は持ってもらおうという

ことで、半分は自治体の借金ですよという

やり方で今日に至っておりますので、本来

ならば、この地方自治体独自の財源だと思

います。そういうことはちゃんと見ていた

だいて、頑張っていただきたいということ

だけ申し上げておきます。 

 その上で、中期財政見通しの関係で、何

回も議論されていますけれども、昨年の決

算を受けて示された中期財政見通し、平成

３５年度に基金が枯渇するとなっており

まして、平成３５年度で約３０億円の赤字

になり、もう財源不足ということで、大体

標準財政が１８０億円ですから、その翌年

度、６７億円ほどの財源不足が生じますの

で、その時点で財政再建団体ということに

なるわけです。そういう数字が示されて、

いろんな議論してきましたけれども、平成

２９年度とか、平成３０年度について、い

ろんな見込みを含めて、推測しやすいわけ

でありますけれども、以前から議論してい
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ますように、これだけもう大変になります

よという数字を示されて、じゃあ、どうす

るかと、私どもがこれを見て、いろんな議

論をする中で、なかなか議論がかみ合わな

いという感じもしますので、この前に計画

をということから、ことしは中期財政見通

しを立てていただきたいと思います。今後

は、お互いにこういうところに議論を向け

ていきますので、財政問題については、か

み合った議論をするためには、きちっと資

料を作成して、方向性を示していただきた

いと思いますけれども、ちょっとご意見だ

け聞かせていただきたいと思います。 

 基金の問題です。 

 この間、平成２７年度が１４６億円、平

成２８年度が１４３億円の基金がありま

すよと、現在の市政になって１２年間で２．

８６倍にふえていますよという数字も示

す一方で、その一方で、借金がどんどん減

ってきていますよと。昔は、１，０００億

円超えた、１，０５０億円の借金の残高も

あった時期もありましたけれども、今は、

平成２８年度決算段階で、一般会計、公共

下水道事業特別会計、水道事業会計を含め

ますと、総額で５７１億円、以前より約６

割ぐらい減っているんです。１人当たりが、

この３会計含めますと、６６万９，０００

円、約６７万円になります。こういう基金

はふえて、実際の借金は減っているという、

こういう状況が一方であります。 

 しかし、その一方で、いつも申し上げて

いる年間の働く人の所得金額については、

１９年間で６６万５，０００円減っていま

すよという数字を示しながら、財政問題に

ついていろいろ申し上げてきましたけれ

ども、平成２９年度と平成３０年度は、お

話が出ましたけれども、摂津市の財政運営

上、基金を残して、あとはおっしゃってる

ように毎年の新しい起債、つまり借金を発

行する金額と元金の償還を比べながら、こ

の差で何とかやっていこうということで

やっておりますけども、国のいろんな税制

改正など含めた地方財政計画の中で、より

この地方自治体に対するお金を出す割合

を少なくすると、先ほどおっしゃったよう

なトップランナー方式も含めて、これは肯

定的でないと思うんですけども、いわゆる

民間に委託した場合、民営化した場合の金

額に対して、これだけ高いからもっと努力

しなさいよと、その努力次第によって地方

交付税が関係してくるという考え方であ

りますから、当然、それが市民にはね返っ

てきたら大変な状況になるわけです。 

 自治体としては、財源を減らされて、そ

のことによっていろんな意味で市民にも

マイナスの影響が出てくるわけで、そうい

う性格の問題でありますので、自立だとか

そういう意味じゃなくて、もっと市民の立

場でそういう方向については物を言って

いただきたいと思うんですけど、改めてお

尋ねしておきます。 

 旧別府公民館の問題です。確かに、そう

いうことだと思うんです。 

 地元の意向が売却をしないで、資材置き

場等を含めて利用させてほしいというこ

とでおっしゃっているわけでありますけ

ども、そのお話のように、昨年の連合自治

会でお話をされたと、その辺の感触と言い

ますか、摂津市のこの財政状況だとか考え

方について、きちんと申し上げて、納得を

しないけども、そういうことなんだという

ことで受けとめられたのかどうか、その辺

ちょっと含めて一度お聞かせください。 

 それと金額の問題で、旧別府公民館が築

何年かわかりませんけども、その使い方に

よっては修理、改善で使えるということも
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あろうかと思いますけども、補正係数０．

８を掛けてこの金額を設定したというこ

とです。１平米当たり２万円の解体費用を

引いて計算されたという話でありますけ

ども、過去そのこういう建物つきで購入し

ていただいた場合に、解体費用を減額して

予算計上するというやり方について、購入

された場合は建物を利用すると、活用する

とした場合の関係もありますけども、その

点のどのように見たらいいのか、購入した

方が実際解体されて使うとしたらそのと

おりでいいかもわかりませんけど、解体し

ないで使おうとした場合、その辺の意味合

いといいますか、説明いただければと思い

ます。 

 トップランナー方式は確かに、借金もし

ないで、国から文句言われないでちゃんと

やったらいいわけでありますけども、国と

ははっきりしているわけで、そういう中で

負けないで自治体として踏ん張ってほし

いという意味合いでぜひ捉えていただい

て、頑張っていただきたいと思います。 

 マイナンバー問題です。やらないという

ことでありますけども、若干ニュアンスが

違うと思います。 

 昨年そういう中でも、大阪府下４３市町

村の中で２６自治体がマイナンバーを記

載しないでこの通知を送っておるわけで

すよ。 

 僕らもそういう事実も示しながら、去年

はいろんな議論をさせていただいたんで

すよ。それでもやっぱり国が様式を示した

からやるんだということで走ったわけで

あります。 

 そういう点では、この前答弁なさったよ

うに、きちっとやるときはやるんだという

ことで、自治体として市民の不利益になる

問題については、やっぱり踏ん張ってほし

いと、法的な拘束がなければ、その辺の切

り口をもってちゃんと判断してほしいと

いうことで、このことを改めて申し上げて

おきます。 

 小規模修繕登録制度の問題です。この間

の１０年間の経過について、紹介をしてい

ただきました。 

 毎年、懇談会をやっていただいて、いろ

んな改善点も探っていただいていると、様

子がかいま見えるわけでありますけども、

この間お話ありましたように、受注額も３

０万円未満でスタートされて、６０万円未

満、９０万円未満と拡大していただきまし

た。いろんな意味で改善もされてきました

し、公平にしていただくと、受注機会も均

等にしている、努力はしていただいている

と思いますけども、今時点で、いわゆる毎

年懇談会をやっておられますので、平成３

０年度、平成３１年度を含めてどういう改

善方向に考えておるのか、もしあれば教え

ていただきたいと思います。 

 続いて、道路維持と交通安全対策の問題

です。 

 先ほど、拾った金額について紹介をさせ

ていただきました。国の補助金がつくのと

つかない分があって、いろんな毎年の予算

の使い方が難しいかと思います。 

 この数年間、すごい努力をしていただい

て、大分改善はされてきているかと思いま

すけども、しかし一方では道路の穴ぼこが

いつも同じところにあります。マンホール

などについても、段差があるものがあり、

お年寄りの方々が転倒するおそれがあり

ます。マンホールなどの段差を補修したり、

安全に日々過ごしていただくということ

で見た場合、この前申し上げましたとおり、

大変だけども一度総点検していただいて、

転倒事故が発生してしまったら、また示談
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を含めて対応が大変になりますので、小さ

いまちでありますけども、そういう問題が

あるわけで、調査していただいて対応をし

ていただくということも含めて、ぜひお願

いしたいと、その上で予算的に先ほど申し

上げたように、やっぱり５億円の総事業費、

道路維持と交通安全対策に対して、国、府

の支出金が１億７，０００万円なので、３

億３，０００万円は借金なり、基金なり、

単費で補助して予算を組んでいます。 

 これがもう少し、多くならないかという

ことなんです。そのことによって、今担当

で考えている安全度を高める取り組みと

いうのができないものかと思っておりま

すけども、予算上の問題についても、少し

この際お答えをいただきたいと思います。 

 三島千里丘線道路改良事業です。予算を

見ますと、９，０００万円が予算計上され

ています。一方では、債務負担として２億

１，０００万円を超える金額が組まれてい

ます。 

 当然、ＪＲ千里丘南交差点の角のビルの

交渉部分についてまとまれば、この負担行

為額を活用して動いていくということだ

と思いますけども、先ほども少し触れまし

たように、この間もお察しのように、同じ

該当地域でそれぞれいろんな生活もされ

ていて、当初は千里丘東３丁目が西側と一

緒に動いていくと、流れていくということ

で、みんなそういう将来計画を立てたうち

もあるわけですが、あのラインで見ていた

だいて、財政的な面も含めて何とかできな

いかという気がしますので、改めて同じ答

弁になるかもわかりませんけども、もう一

度答弁を求めておきたいと思います。 

 関連して、危険箇所の問題です。担当と

していろいろそういう部分の資料はお持

ちだと思いますので、僕らは身近なところ

でいろんなことを申し上げておりますけ

ども、そういう材料があるならば、対応し

ていただくということで、ぜひお願いした

いと。側溝だとかいろんなところで気にな

るところはたくさんありますし、身近なと

ころでおじいちゃん、おばあちゃんが通っ

た場合に事故になるという可能性も高い

と思われるところもたくさんありますの

で、ぜひ危険箇所という点で見ていただい

て、対応を求めておきたいと思います。 

 集会所問題です。５０か所の集会所を全

て洋式トイレが設置をされたところでよ

かったなと思っております。 

 これから、公共施設の全体的な予算の中

でこの集会所をどうするかという話も、当

然これから出てくるだろうと思いますけ

ども、やっぱり皆さんもおっしゃっている

ように設置の強みでありますので、ぜひ活

用していただいて、そこから市民参加とい

うところの根を張っていただいて、花を咲

かせていただくという意味合いのまちづ

くりを進めていくファクターとして、やっ

ぱりきちんと位置づけていただきたいと

思います。 

 その上で、全体的な公共施設整備計画と

の関係もありますけども、当面、この集会

所問題について、どういう整理の仕方をし

ようとしているのか、一度ちょっとお尋ね

しておきます。 

 旧味舌小学校の解体問題についてはわ

かりましたので、そのとおりにやるわけで

すね。そのとおりやるとあればそれでいい

んですけども、政策推進課とか含めて、そ

の基本方向を決める側とのいろんなギャ

ップもあるかもわかりませんので、担当課

長のそういう考え方がきちっと実践でき

るように進めていただきたいと思うんで

すけども、その辺の庁内調整のぐあいはど
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うなのか、ちょっともし答弁できればお願

いいたします。 

 徴収事務については、いろいろおっしゃ

っていただいて、それぞれ頑張っていただ

いていると思います。 

 担当課長のほうから、先ほど人権をしっ

かりと考えて対応したいということをお

っしゃったので、そのとおりだと思います

ので、この間余りそういう意味の相談事は

来ておりませんけども、その状態が続くよ

うに、よろしくお願いしておきます。 

 駐車場の問題です。フォルテ摂津の地下

の自動車駐車場は、僕らもよく利用します

けども、ガラガラなんですよね。そういう

ところにいつも出くわすんですけども。 

 このフォルテ摂津の自動車駐車場、どう

にかして改善できないかというのは、ずっ

と長年の課題であったと思うんですけど

も、何かその担当としてお考えがあるのか

どうか。周りの民間駐車場もどんどんでき

ました。料金的な問題、アクセスの問題含

めていろいろあると思うんですけども、で

も、実際にガラガラなわけですから、例え

ば駐輪場として活用するのか、そういう方

法もあろうかと思いますけども、何とか実

際２００億円ほどのお金を使って再開発

してつくったわけで、活用していただきた

いと思いますけども、どのように今後の方

向について考えているのか、あればちょっ

と教えていただきたいと思います。 

 交通不便地域ですけども、現状では基準

があって５００メートル以内の停留所と

いうことで判断した場合には、網羅されて

いるという話でありますけども、先ほど申

し上げた、鳥飼本町２丁目だとか、鳥飼下、

１丁目あたりとか、５００メートル基準で

はクリアしているかもわかりませんけど

も、千里丘新町のこの明和池公園のところ

なんかは、いわゆる産業道路へ行かなけれ

ば公共機関につながらないという状態も

ありますし、１０年後、２０年後を考えた

場合のまちづくりとして見た場合に、利便

性をどう確保していくのかということで、

いろんな意味で改善を求めておきたいと

思うんですよ。 

 今回、とりあえず公共施設の巡回バスに

ついては、こういう形で改善していただい

てますので、またいろんな関係者にとって

は吉報と思いますが、しかしその一方では、

小さいまちでありますけども、いろんな問

題もありますので、ぜひこの交通不便地域

がどうなのかということで、ぜひ担当とし

ては検討もし、研究もしていただきたいと

いうことでお願いしておきます。 

 統計調査の問題です。課長のほうから、

１回取り組んでみますという話でありま

したので、ぜひ取り組んでいただきたいと

思うんです。 

 私どもは先ほど申し上げた、ああいう数

字をいつも示させていただいて、やっぱり

摂津市民の暮らしの実態について思いを

はせて、将来見た場合に財政的にはしんど

い部分もあろうかと思うけども、やっぱり

暮らしをしっかり支えて頑張ってほしい

という立場で物を言ってきました。 

 当然、これからいろんな将来計画上、人

口の問題とか、産業構造の問題とか、宮崎

県のある村で幸福度を上げることをその

自治体の目標にしているというまちがあ

って、そこは出生率は２．１であります。

有名なまちでありますけども、幸福に暮ら

せるまちづくり、その中で今いろんな数字

がありますけども、その数字をもとにどこ

に手を打っていったらそういう状態に近

づけていけるのかという意味合いで、いろ

いろ参考になる資料をぜひつくっていた
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だきたいと思うんですけども、課長のほう

でもしさらにご意見があれば、ちょっと一

言お願いしたいと。 

 消防の問題です。おっしゃるとおりだと

思います。いろいろ消防本部としての仕事

の中身が救急搬送を中心に変わってくる

と。根本には少子高齢化があるわけで、そ

んな中でそういうことはわかりますけど

も。 

 今回、定数１０名ふやしますけども、消

防団も含めて、この消防体制が十分か不十

分かという点でどう見てるのかという問

題と、今、その広域化の問題で、デメリッ

ト、メリット含めて、摂津市のほうから見

たメリット、吹田市側から見たらメリット

を含めて、いろいろそういう角度から研究

していきますという話でありますけども、

もう少し、この前、指令業務の共同化も行

いました。いろんなそういう消防本部の仕

事が変わろうとする中で、いろんな広域化

する分野がいろいろあると思いますけど

も、そういう点について、少しあれば、消

防長のほうからご紹介いただければと思

います。 

 最後に排水ポンプであります。課長のほ

うから一応やっていますよということで

お話がありました。 

 大きいところでは味舌ポンプ場、それと

鳥飼水路にアクセスする７つのポンプ場

についても、雨水ちゃんと対応しますよと

いう話であります。 

 確か１６ぐらいあったと思うんです。数

がちょっと不正確でありますけど、系統的

に取り組んでいただきたいと。雨水排除の

点で大事な機能を発するところでありま

すので、その二つの問題についてそうなり

ますと。全体の問題として、この１年、２

年でどう動こうとしているのかというこ

とと、その仕事のぐあいといわゆる内水排

除の点で、どういうふうに整理されて、だ

から排水ポンプの維持管理含めて改善が

必要なんだという、その辺の考え方につい

て、少しあれば教えていただきたいと。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 まず、消費税に関する

質問にお答えいたします。 

 消費税の従前の算定でいうとどれぐら

いになるのかというところですけれども、

詳細な計算につきましては、なかなか難し

いところがございますが、少なくとも従前

の計算であれば按分の指標として従業員

数、これがございましたので、摂津市は市

内事業所多くあり、従業員数が多いことか

ら、従前の算定方法では新しい算定方法以

上に入ってきたことは確実であると、まず

言えると考えております。 

 それから２点目、中期財政見通しの件で

すけれども、実際に近いものというところ

でございますけれども、中期財政を見通す

ときは、やはり歳入については若干厳しめ

になっているじゃないかとご指摘も各方

面からいただいておりますし、歳出につい

ても最大限を見ているところであります

ので、そういったところ実際の数値と見通

しの数値、これの乖離が出てきているとい

うことが、これまでもずっとございました。 

 次年度に作成する際、どういった見せ方

ができるのか、Ａパターン、Ｂパターンみ

たいな形でいくのか、そういったところも

踏まえて一度検討していきたいというふ

うに考えております。 

 ３点目、交付税に対する考え方ですけれ

ども、交付税、財源保障、財源調整の観点

から制度としてございますけれども、毎年

各市町村が交付税の算定に関していろい
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ろと意見を総務省に提出するという制度

もございます。 

 過去においては、摂津市においても公園

に関する経費の算定額について、人口だけ

でなく都市公園面積に応じてやはり要る

経費が違うだろうという意見を提出し、採

用されたという経緯もございますので、算

定上、摂津市の実情に合わない部分につい

ては、いろいろとこの意見提出の制度を用

いて総務省に意見を言っていきたいと考

えているところです。 

 ただ、全ての市町村に置いて共通して考

えているところは、やはりそもそもの交付

税の原資が少ないと、これについては、交

付税法で一応原資は所得税の何％、たばこ

税の何％としっかりと決められているん

ですけれども、一方で、法の中ではやはり

原資が少なったときは、法定率の上昇につ

いても検討するということもございます

ので、これまでも地方六団体を通じて法定

率の見直し、これについては過去からも申

し入れしているところでございますので、

これからも引き続きこの法定率の見直し

については意見をしていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、旧

別府公民館にかかりますご質問にお答え

いたします。 

 市長と地元の自治会での懇談会の感触

でございますけれども、私がこの懇談会に

同席しておりませんので、具体的な感触に

つきましてはつかめておりませんけれど

も、市長のほうからは売却方針につきまし

ては、言いきったと、明言してきたという

ことは聞いておりますし、その後、地元自

治会のほうから改めての要望は出ており

ませんので、反対意見はあるかもしれませ

んけど、一定のご理解はいただけてるもの

と考えております。 

 次に、建物付の売却でございますけれど

も、過去にも建物付で売却した事例はござ

います。平成１５年度には香露園保育所、

また平成２３年度にはふれあいルームを

建物付で売却いたしております。その際も、

解体費用を差し引いて売却しております。 

 それで、公募の際の条件設定につきまし

ては、これから庁内で議論をしていきます

けれども、建物付でそのまま使用するとい

った場合については、やはり減価償却等も

勘案する必要があると思いますし、また、

建物の瑕疵も明らかにしていく必要もあ

ると考えておりますし、また売却時には、

改めて鑑定士による鑑定評価も行いまし

て、その鑑定結果に基づきまして、最低売

却価格を決定して公募をかけてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、小規模登録

業者に関する質問にお答えいたします。 

 改善点ということですけれども、今のと

ころ、具体的な改善策というのは考えてい

ないところではありますけれども、去年の

懇談会の際には、引き続き懇談会を実施し

てほしいという要望が多くございました

ので、次年度も引き続き懇談会を実施した

いと考えております。 

 その懇談会の中で、アンケート等もとっ

ておりますので、事業者からの要望等踏ま

えて改善すべき点がありましたら、次の時

期に改善をしていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 井上課長。 
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○井上道路管理課長 私のほうからは、道

路の鉄ぶたなどの段差の予算も含めた安

全度を高める取り組みについてお答えい

たします。 

 まず、先般の定例会でもお答えいたしま

したとおり、道路管理課では日常の道路パ

トロールでマンホールなどの道路占用物

と舗装面に段差が見受けられた場合には、

必要に応じて段差補修を行うとともに、占

用物に起因する場合には、その管理者に対

応を指示しておるところでございます。 

 道路管理課といたしましては、道路パト

ロールや市民からの情報提供により、異常

が発見された場合には、速やかに対処を求

めてまいりたいと考えております。 

 その中で、安全度を高める取り組みにつ

いてですが、平成２５年度に舗装調査を実

施いたしまして、この結果に基づいて、今

道路補修工事の箇所を選定しております。 

 前回の調査から５年を経過いたします

ことから、今年度、平成２９年度は市内の

舗装調査も実施しているところでござい

ます。この結果を踏まえて、補修計画を見

直すことで、効率的、経済的に安全な道路

の確保ができるよう検討するとともに、必

要な財源については、財政部局とも相談し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 永田課長。 

○永田道路交通課長 それでは、千里丘三

島線道路改良事業について、もう一度改め

て答弁をお願いしたいということでござ

いますので、お答えさせていただきます。 

 当事業は、平成１８年度から事業を開始

しまして、当初は委員がおっしゃるように、

東も西も両方同時並行で進めていくとい

う予定でございました。その中で、沿道の

地権者の方々には説明に行かせていただ

いた経過がございます。 

 ただ、周辺の阪急摂津市駅、南千里丘ま

ちづくりやＪＲ千里丘駅ガードの拡幅等、

周辺の基盤整備も進む中で、ＪＲ千里丘駅

と阪急摂津市駅、この駅間の歩行者の安全

対策というのが急務でございました。 

 事業を進める中で、まず歩行者の動線だ

とか、あるいは説明に回らせていただいた

権利者関係の整理だとか、そういった中で、

あとリーマンショックの関係もございま

して、事業をまず優先順位を決めていくこ

ととなりました。 

 その中で、まず西側を整備させていただ

いた次第でございます。平成２４年度末に

は、現状のように整備が完了いたしました。

事業としましては、一旦中断して、東側に

つきまして、平成２８年度から事業を再開

しております。 

 全体事業としましては、継続中でござい

まして、西側の整備後、東側の動向を見な

がら、平成２８年度からは、やはり安全対

策、交差点のたまり場、バス右折レーンの

設置がやはり必要ということで、着手に入

っておる次第でございます。 

 当初予算で、平成３０年度、９，０７４

万１，０００円を計上させていただいてお

りまして、これにつきましては、継続的に

交渉を進めている地権者の方への補償金

等と、あと次年度以降予定している測量関

係の予算を組ませていただいております。 

 債務負担の２億１，３６２万２，０００

円につきましては、平成２９年度で建物の

補償算定等をしている物件のビルなんで

すが、そこについて債務負担を組ませてい

ただいて、交渉に入りたいと考えていると

ころでございます。 

 次に、フォルテ摂津の自動車駐車場につ

いてでございますが、駅前の自動車駐車場



- 64 - 

 

につきましては、駅周辺の違法駐車対策が

１つの目的でもございます。フォルテ摂津

につきましては、年々使用者数は減少して

いるというのが明らかになっておりまし

て、委員がおっしゃるように、自動車駐車

場の稼働率というのは低下しているよう

な状況でございます。 

 これまでにも、何とかあれだけの空間が

ございますので、自転車と自動車の配分を

変えるような検討はしております。指定管

理者のほうとも相談しながら、いろいろ検

討はしていますが、現状のところ、解決策

というのがまだちょっと見えていない状

況でございますが、今後も引き続いて、そ

の配分ですね、シフトしていけるように、

検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 古賀課長。 

○古賀防災管財課長 そうしましたら、今

後の集会所の整理の仕方についてのご質

問にお答えいたします。 

 昭和５６年以前に旧耐震基準で建設さ

れた１９か所の集会所につきまして、来年

度予算で耐震診断を実施して、まずは建物

躯体の現状把握を行ってまいりたいと考

えております。 

 それとまた、昨年度策定いたしました公

共施設等総合管理計画に基づきまして、今

後それぞれの施設ごとの方針を定めます

個別施設計画を策定してまいりますので、

将来人口ですとか、また集会所の利用状況、

また今後建てかえ等に係る財政負担、また

地域の特性等も総合的に勘案しながら、地

域のコミュニティが維持できるような形

で集会所の長寿命化ですとか、また複合化、

集約化といったことについて協議して、方

針を決定していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、野口委員の旧

味舌小学校跡地の体育施設の計画に関す

るご質問にお答えのほうをさせていただ

きます。 

 この体育施設でございますが、民生常任

委員会所管で、文化スポーツ課が担当され

ておりますので、ちょっと建築課として述

べる範囲でとどめさせていただきたいと

思うんですが。 

 政策的には建築基準法第４８条第４項

の許可でもって実現の方策を探っていく

というところでございます。それに当たり

まして、平成３０年度、文化スポーツ課の

ほうで、諸条件の整理を現在進められてい

るところとお聞きいたしております。 

 それについては、建築課といたしまして

も、連携、協力の上で、大阪府等々、関係

機関と協議してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○渡辺慎吾委員長 明原消防長。 

○明原消防長 それでは、私のほうからご

質問いただきました広域化等の今後のあ

り方と、そして消防団も含めた消防体制の

あり方ということでご答弁をさせていた

だきたいと思います。 

 答弁にもありましたけれども、現在、本

市消防は、高度な施設整備の導入ですとか、

大規模災害発生を考えたときの体制とい

った面で、やはり課題を抱えているという

のが現状でございまして、またふえ続ける

日常的な救急需要に対応するということ

も非常に苦労しているところでございま

す。 

 また、近年、組織の活性化や予防の要員、

救急救命士などの専門的な人員の育成、確

保、そして救急救命士の義務的な生涯教育

の履行といったことも大きな課題である
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と感じております。 

 ふえ続ける救急に対しては、先ほどご答

弁させていただいたとおりでございまし

て、それが１０名の大きな要因ということ

になるんですけれども、また、震災ですと

か、集中豪雨などの大規模自然災害、また、

大規模事故が発生したときの迅速、的確な

対応を初めまして、都市構造の複雑化です

とか、高齢化の進展、また、市民ニーズの

多様化などによる、より高度な消防、救急、

また救命業務の実行や予防業務の期待が

現在高まっていると感じております。 

 今後、本市消防がこれらの期待に応えて

いくには、先ほど申し上げました課題に加

え、現在の体制で初動体制とか第二次出動、

第二次出動以降の応援体制とか予防業務、

救急業務の高度化、専門化といった面の整

備が必要だと感じております。 

 このため、先ほども議論いただいていま

す広域化なんですけれども、一部事務組合

とか委託といった形式の広域消防の体制、

全般的な広域消防の体制を目指す必要は

あると認識しております。 

 一方、消防団のほうですけれども、広域

に自然災害が発生しました折には、消防団

は本市消防にとってのやはり大きな存在

であります。今後は常備消防と非常備消防

団が一体となって、総合的な消防力を充実

強化し、持続可能な消防行政運営を推進で

きるように、しっかりと進めてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 竹下課長。 

○竹下水みどり課長 野口委員の２回目

の排水ポンプに関係するご質問にご答弁

申し上げます。 

 質問内容については、排水ポンプ場の内

水機能の関連性であったと思います。公共

下水道のことについては、部署が違います

ので、余り多くは答弁できませんが、ただ、

排水ポンプ場は公共下水道事業が進展す

る以前より整備されているものでござい

まして、ですから、公共下水道以前には、

この排水ポンプ場が主力で雨水排除を行

っておったという歴史がございます。 

 基本的には、公共下水道が１００％整備

されれば、これらのポンプの維持管理は理

論上は必要ではなくなります。 

 ただ、こういった補完施設ということな

んですが、公共下水道のとりわけ安威川以

南、これについてはまだまだ雨水整備がな

されていないところがございます。また、

安威川以北については、ほぼ公共下水道が

１００％というところもあるんですが、排

水設備の未設置ですとか、近年の集中豪雨

もございまして、まだまだ依然としてこの

水路のほうに雨水が流れ込んでいる状況

でございます。 

 ですから、排水ポンプについては、公共

下水道が１００％になれば、いろいろ考え

ていかなければならない問題ではあると

は思いますが、浸水対策の施設として重要

な施設と、今の段階では考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 野口委員。 

○野口博委員 そうしたら、３回目、最後

になりますけれども。 

 きょう大事で細かい問題も含めていろ

いろ質問させていただきました。いろんな

国との関係で、国の方針だから無条件に従

うという問題に対しては、何回も言います

けれども、法的なペナルティーがなければ、

市民に不利益かどうかのところで判断し

ていただいて頑張っていただくという姿

勢を、ぜひ、全体的な問題としてお願いし

ておきたいと思います。 
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 財政運営については、中期財政見通しを

含めて、より現実に近い、議論がちゃんと

できるような数字を出していただきたい

ということでお願いさせていただきまし

た。 

 数字的に見たら、なかなかしんどい部分

かもわかりませんけれども、それがなけれ

ば議論ができませんので。ぜひそれもお願

いしておきたいと思います。 

 超高齢社会の対応の１つの問題として、

歩道や生活道路の安全対策は基本的な問

題で大事な問題と思っています。 

 先ほどちょっと触れましたけれども、お

年寄りが段差にぶつかるわけですよ。一方

ではお願いして、別のところは直していた

だききれいになったわけですよ。そういう

のがいっぱいあるわけですよね。 

 先ほど答弁された舗装の実態について、

５年ごとということで言われましたけれ

ども、そのときに平成２９年度調査された

とおっしゃっていますけれども、それに加

えての安全度という意味合いで、いろんな

問題があろうと思いますので、ぜひ研究し

ていただいて、身近な歩道とか生活道路が

より安全になるように頑張っていただき

たいということでお願いをしておきます。 

 集会所の問題は、これからなかなか財政

的な限界もありますし、国も起債できるよ

うないろんな条件をかぶさってきますけ

れども、大きな課題であります。 

 この前も少し申し上げましたけれども、

進め方を間違えれば、いわゆる行政に対す

る批判ということで動いていく可能性を

秘めている問題でありますので、地域住民

と一緒になって方向性を探るという問題

については、そういう角度からぜひシステ

ムをつくっていただいて対応をお願いし

ておきたいと思います。 

 自動車駐車場問題、フォルテの問題です。

やっぱりフォルテ摂津の地下１階の自転

車駐車場がいっぱいになっている状態の

中で、自動車駐車場についてはガラガラな

んですよね。わかっていると思いますので、

この状態はおかしいわけで、きちっと摂津

都市開発株式会社にも摂津市は４５％と

出資もしていますし、そういう関係もあり

ますけれども、きちっと周辺の問題を含め

て早急に整理をする方向で進めていただ

きたいと思います。 

 最後の少しだけ申し上げて終わりたい

と思います。副市長に少し答弁を求めたい

と思います。 

 本会議でもいろいろ自治体の立ち位置

問題についてお話もさせていただきまし

た。いろいろ国のほうでは、今、森友学園

だとか憲法を変える問題とか、いろんな動

きがありますけれども、自治体の仕事は住

民の福祉を守ることでありますので、先ほ

ど申し上げた方針に対してもきちっと立

ち位置を決めて対向していただきたいと。 

 常にやっぱり職員全体がいろいろしん

どいですけれども、全体の奉仕者として憲

法を守る立場で頑張っていただきたいと

いうふうに思うわけでありますけれども、

基本的な問題として、副市長が思い描いて

いる中身について、少し披瀝をしていただ

きたいと。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 最後の質問ということな

んですが、我々は市民に対して全体の奉仕

者、これはいつの時代にも変わりはござい

ません。そういう意味では、それぞれ財政

厳しい中でも、やはり市民の利便性や、あ

るいは幸福の追求というのは、我々の要は

使命だというふうに思っております。 
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 ちょっと答弁長くなるかもわかりませ

んが、今までの議論を聞いていますと、や

はりそれをサービスを提供していくため

には、やはり裏づけ、財政がやっぱり必要

であろうかと思っております。 

 そういう意味では、２０２５年の少子高

齢化、これはまさしく子どもが少なくなっ

てお年寄りが多いと、その問題だけではな

しに、やはり市税が少なくなる、これはや

はり現実の問題としてはあるんではない

かなというふうに思っております。そうい

う意味では、これは２０２５年問題は、本

市だけじゃなしに、全市町村にかかわる問

題であろうかと思っております。 

 先ほどの議論の中に、地方交付税という

話がございました。もちろんこれはいろん

なサービスを提供するために、交付税制度

上で一定の要は需要額、それに対して収入

額はどうなんだと。その差額が交付税とな

って出てまいります。 

 ただ、交付税ですが、やはり国のほうの

いわゆる原資の枠がございます。その枠が

本当に少子高齢化になって市税が落ちた

ときに、もちろん収入は落ちるわけです。

だからその需要額と収入額の差が本当に

国として、いわゆる地方財政対策としてし

っかりやっていただけるかどうか、これは

やはり我々がサービスしていく上では必

要最小限な国の財政措置であろうかと思

っております。 

 なかなか市町村が求めます、いわゆる地

方財政対策、なかなか実現はしませんけれ

ども、先ほど財政課長が言いましたように、

地方六団体、これがやはり協力をして、国

に制度を動かしていく、これがやはり必要

かなと思っております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 本日の委員会は、この

程度にとどめ散会いたします。 

（午後４時４０分 散会） 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 
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